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欧
州
連

合

(E
U
)

に
お
け
る

「
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ

ィ
原
則
」

善
意
の
専
制
主
義
を
超
え
る
も
の

八

谷

ま
ち
子

は
じ
め
に

第
一

章

サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
論
争

一

ド

ロ
ー
ル
委
員
長

に
み
る
E
C
委
員
会

に
お
け
る
概
念

の
流

れ

①

一
九

八
八
年

1
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
型
社
会
」
と
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ

ィ

②

一
九
八
九
年
～

一
九
九

一
年
ー
共
同
体
の
発
展
と
サ
ブ

シ
デ

イ
ア
リ
テ
ィ

③

一
九
九

二
年
以
後
-

共
同
体
権
限

と
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ

二

二
つ
の
解
釈
-

連
邦
主
義
と
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ

①

イ
ギ
リ

ス
保
守
主
義

の
解
釈

②

ド
イ
ツ
型
連
邦
の
解
釈

第
Ⅱ
章

サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ

ィ
の
要
請

一

統
合
の
実
態
と
政
策

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化

①

地
域
政
策

②

適
切
な
行
為
主
体
-
加
盟
国
か
共
同
体

か



二

要
請

へ
の
背
景

の
醸
成

三

な
ぜ
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ

テ
ィ
か

第
Ⅲ
章

サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
適
用
と
可
能
性

一

現
実
的
適
用

の
ス
コ
ー
プ

二

司
法
判
断

の
可
能
性

三

サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
の
可
能
性

ま

と

め

付
記

サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
関
連
事
項
年
表

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る

「
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
(
P
r
i
n
c
i
p
l
e
 
o
f
 
S
u
b
s
i
d
i
a
r
i
t
y
)

」
(以
後
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
)
は
、

一
九
九

一
年

一
二

月

に
難
産
の
末

に
合
意
に
到
達
し
、

一
九
九
二
年
二
月
に
調
印
、

一
九
九
三
年
一
一

月

一
日
を
も

っ
て
発
効
し
た
欧
州
連
合
条
約

(
マ
ー

(
2
)

(3

)

ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
)
に
お
い
て
、
初
め
て
、
欧
州
共
同
体
の
基
本
理
念
を
示
す
文
言
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

そ

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
共
同
体
権
限
に
よ
る
政
策
の
施
行
が
な
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
規
模
と
効
果
の
点

か
ら
加
盟
国
に
よ

っ
て

は
十
分
に
達
成
さ
れ
得
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
イ
原

則
を
適
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
に
で
き
る
限
り
近
接
し
た
適
切
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
決
定
が
な
さ
れ
る
と
す
る
。

し

か
し
な
が
ら
、
用
語
そ
の
も

の
の
非
日
常
性
と
表
現
さ
れ
た
概
念
の
曖
昧
さ
故

に

「成
長
産
業
」
と
揶
揄

さ
れ
る
ほ
ど
様
々
な
論
議



を
呼
ん
だ
。
と
は
い
え
ま
た
こ
の
事
実
は
裏
を
返
せ
ば
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
有
す
る
潜
在
的
可
能
性
を
示
す
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
、
と
も
言
え
よ
う
。

こ
の
馴
染
み
の
な

い
用
語
で
表
わ
さ
れ
る
概
念
は
ト
マ
ス

・
ア
ク
ィ
ナ
ス
、
ひ
い
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

で
き
る
西
洋
に
お
け
る
伝
統
的
考
え
方
と
さ
れ
、

一
九
三
〇
年
代
に
は
全
体
主
義
国
家
が
市
民
社
会
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
活
動

に
干

渉
す
る
こ
と

へ
の
防
波
堤
と
し
て
流
布
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
欧
州
共
同
体
に
お
い
て
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
用
語
が
、
ま
ず

欧
州
議
会

の
キ
リ

ス
ト
教
民
主
主
義

の
議
員
グ

ル
ー
プ
に
よ

っ
て
導
入
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
と
ら
れ
た
と
い
う
経
緯

を
納
得
さ
せ
る
と

と
も
に
、
そ
の
概
念
が
受
容
さ
れ
得
る
政
治
文
化
的
前
提
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

欧
州

共
同
体
、
そ
し
て
欧
州
連
合
に
お
け
る
行
政
機
関
で
あ
る
E
C
委
員
会
に
お
い
て
は
、
前
委
員
長
の
ド

ロ
ー
ル
が
、
社
会
に
お
け

る
個
人

の
自
己
達
成
を
可
能
に
す
る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
社
会
」
と

い
う
理
念
型
を
提
示
し
、
そ
の
実
現
を
可
能

に
す
る
理
念
と
し
て
、
連

邦
制
に
言
及
し
な
が
ら
、
共
同
体

の
将
来
像
を
議
論
す
る
際
に
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
を
キ
ー
概
念
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら

一

九
九
二
年
六
月
の
第

一
回
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
投
票
で
連
合
条
約
が
否
決
さ
れ
て
以
来
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
は
も

っ
ぱ
ら
実
際
的
な
権

限
の
配

分

・
運
用
と
の
関
連
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
特

に
共
同
体

の
将
来
像
を
め
ぐ

っ
て
二

つ
の
大

き
な
解
釈
の
流
れ

が
形
成

さ
れ
た
と
い
え
る
。
即
ち
、
サ
ブ
シ
デ

イ
ア
リ
テ
ィ
は
中
央
権
力
を
抑
制
的
に
行
使
さ
せ
る
と
す
る
解
釈
と
、
特
定
権
力
の
確
立

を
推
進

さ
せ
る
と
す
る
解
釈
で
あ
り
、
前
者
は
中
央
集
権

へ
の
歯
止
め
と
し
て
、
後
者
は
連
邦
的
分
権
の
確
立
と
し
て
援
用

さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
両
義
性
は
概
念
自
体

に
内
在
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ば
サ
ブ

シ
デ
イ
ア
リ
テ
ィ
の

「伸
縮

性
」
と
し
て
幅
広

い
解
釈
を
可
能
に
し
て
い
る
。

欧
州
共
同
体
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
文
言
と
し
て
の
明
記
は
極
め
て
最
近
で
あ
る
が
、
E
C
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
概
念
そ
の
も

の
は
既

に
ロ
ー
マ
条
約

(E
E
C
三
条
、
四
条
、
二
三
五
条
、
E
C
S
C
五
条
)
に
萌
芽
的
に
見
ら
れ
る
し
、
単

一
議

定
書
の
環
境

の
項

(
一
三
〇

r
条
)

で
は
よ
り
明
確

に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
と
は

い
え
、

こ
れ
ら
の
条
約
は
共
に
経
済
分
野
の
み
の
統
合

を
目
的
と
し
た
も



の
で
あ
り
、
E
E
C
も
し
く
は
欧
州
共
同
体

(E
C
)
が
各
加
盟
国

に
与
え
て
い
た
影
響
力
、
担

っ
て
い
た
役
割
、

ま
た
共
同
体
を
取
り

巻
く
世
界
情
勢
な
ど
は
、
連
合
条
約
の
も
と
で
の
共
同
体

の
そ
れ
ら
と
は
大
き
く
異
な

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
見
出

さ
れ
る
サ
ブ
シ
デ
イ
ア

リ
テ
イ
の
意
義
も
文
脈
の
変
化
に
応
じ
て
当
然
変
わ

っ
て
い
く
。
実
際
、

ロ
ー
マ
条
約
及
び
単

一
議
定
書
双
方
の
前
述

の
条
文
は
、
共
同

体
の
権
限
を
確
認
し
そ
の
権
力
の
行
使
に
正
統
性
を
与
え
る
肯
定
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
強

い
も
の
で
あ
る
が
、
連
合

条
約
G
3
b
条
(サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
の
定
義
)
に
お
い
て
は
共
同
体

の
権
限
に
対
す
る
限
定

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強

い
。
も

っ
と
も
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
第

一
回
国

民
投

票
以
降
、
E
C
委
員
会
は
こ
の
条
項
を
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
に
対
す
る
不
信
感
を
打
ち
消
す
道
具
と
し
て
取
り
上
げ
、
「
ま
ず
加
盟
国
の
権

限
が
常
例

で
あ
り
、
共
同
体
の
権
限
は
あ
く
ま
で
も
例
外
的
措
置
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
意
味
は
明
ら
か
に
抑
制
的
な
も
の
」
と
の

見
解

を
表
明
し
、
ま
た

一
九
九
二
年

一
二
月

の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
首
脳
会
議
で
も
こ
の
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
デ
ン
マ
ー
ク
・シ
ョ
ッ
ク
」
以
後
の
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
論
議
は
実
際
的
適
用
の
可
能
性
と
そ
の
方
法
論
と
い
う
極
め
て

具
体
性

の
高
い
問
題
に
集
中
し
て
お
り
、
欧
州
連
合
に
お
け
る
立
法
発
議
権
を
有
し
、
か
つ
行
政
を
担
当
す
る
欧
州

委
員
会

(E
C
)
の

任
務

が
、
あ
ら
た
め
て
注
視
さ
れ
て
い
る
。
委
員
会
は
欧
州
議
会
と
閣
僚
理
事
会

に
対
し
て
、
連
合
条
約
発
効
前

と
後

に
そ
れ
ぞ
れ
、
サ

ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
イ
に
関
す
る
取
り
ま
と
め
文
書
(
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
)

を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
文
書

に
お
い
て
、
当
該
概
念

は
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
権
限
の
配
分
に
で
は
な
く
、
権
限
の
行
使
を

《統
制
す
る
(
t
o
 
r
e
g
u
l
a
t
e
 
t
h
e
 
e
x
c
e
r
c
i
s
e
 
o
f

p
o
w
e
r
s
)

こ
と
に
あ
り
、
あ
る
種
の

「常
識
の
原
則
」
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
な
ぜ

「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
」
が
共
同
体
の
中
心
的
理
念
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
述

の
様
に
そ
の
概
念
は
先
行
条
約
に
埋
め
こ
ま
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、

一
九
七
六
年

の
『テ
ィ

ン
デ

マ
ン
ス
(
T
i
n
d
e
m
a
n
s
)

報
告
』
や

一
九
八
五
年

の

『ド
ゥ
ー
グ
(
D
o
o
g
e
)報
告
』
な
ど
の
様
々
な
報
告
書

に
も
制
度
改
革

の
視

点
か
ら
同
様
な
概
念
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て

一
九
八
四
年

の
ス
ピ
ネ
ッ
リ
委
員
会

に
よ
る
欧

州
議
会
の

『欧
州
同

盟
創
設
包
括
条
約
案
』
に
は
ま
さ
し
く

「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
」

の
用
語
そ
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

マ
ー
ス



ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
交
渉
過
程
ま
で
は
何
ら
表
立

っ
た
議
論
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿

に
お
い
て
は
、
「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
原
則
」
と
い
う
概
念
が
な
ぜ
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
、
と

い
う
問
題
意
識

に

た

っ
て
、
ま
ず
第
Ｉ
章

に
お
い
て
は
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
の
概
念
を
よ
り
明
確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
前
E
C
委
員
長
ド

ロ
ー
ル
の
ス

ピ
ー
チ
を
通
し
て
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
基
本
的
発
想
を
概
観
し
、
次

に
当
該
概
念

の
両
義
性
を
端
的
に
示
す
連
邦
主
義

の
解
釈
を
め

ぐ
る
議
論
を
通
し
て
そ
の
規
範
性
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
第
Ⅱ
章
で
は
現
実

へ
目
を
転
じ
て
、
欧
州
共
同
体

に
お
け
る
統
合
の
実
態
は
ど

こ
ま
で
進
展
し
て
い
る
の
か
を
検
証
し
、
そ
の
よ
う
な
現
実
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
な
ぜ
、
他

の
規
範
で
は
な
く
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
を
、
考
察
し
て
み
た
い
。
次

い
で
第
Ⅲ
章

で
は
、
E
C
委
員
会

(欧
州
委
員
会
)
報
告
書
で
示

さ
れ
て

い
る
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
現
実
的
適
用
基
準
を
批
判
的
に
ま
と
め
、
最
後

に
こ
の
よ
う
な
「サ
ブ
シ
デ

イ
ア
リ
テ
ィ
の
原
則
」

が
い
か
な
る
潜
在
的
可
能
性
を
持

つ
も
の
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。

(
1
)

「
サ
ブ

シ
デ
イ
ア
リ
テ
ィ
」
に
対
す
る
日
本
語
訳
と
し
て
は
、
「
補
完
性
」
と

い
う
語
が
定
着

し
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

漢
字
の
持

つ
字
義

か
ら
や
や
も
す
れ
ば

ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
で
第

二
義
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
や
す

い
と
考
え
る
の
で
、
本
稿

に
お
い
て
は
敢

え
て
片
仮
名

で
原
語
の
ま
ま
使
用
す
る
も

の
と
す
る
。

も

っ
と
も
、

ヨ
ハ
ネ
ス

・
メ
ス
ナ
ー
著

『自
然
法

社
会

・
国
家

・
経
済

の
倫
理
』

(水
波
、
栗
城
、
野
尻
共
訳

創
文
社

一
九
九
五
年
)
の

「第

四
十
五
章

法
秩
序

と
補
完
性
原
理
」
に
お
い
て
は
、
「
補
完
性
原
理
」
は

《
社
会
体

の
諸
権
限

の
限
定
原
理
》
で
あ
り
、
《
社
会

に
お
け
る
権
力
配
分

の

自
然
法
的
原
理
》
で
あ

る
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

(2
)
同
条
約

の
発
効
に
よ
り
名
称
を
含

む
機
構
的
変
更
が
な
さ
れ
た
。
本
稿

に
お
け
る
E
C
と
は
条
約
発
効
以
前

の
「欧
州
共
同
体

」
を
、

E
U
と
は
条
約

発
効
以
後

の

「
欧
州
連
合
」
を
指
す
。

(3
)
T
R
E
A
T
Y
 
O
N
 
E
U
R
O
P
E
A
N
 
U
N
I
O
N

に
お
け
る

「
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
条
文

と
そ

の
大
意

は

次

の
通
り
で
あ

る
。



前

文

(
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則

に
則

っ
て
市
民
に
可
能
な
限
り
近
接
し
て
決
定
が
な
さ
れ
る

の
創
設
、
と
い
う
欧
州

連
合

の
理
念

の
表
明
)

第
B
条

(欧
州
連
合

の
目
的

の
列
挙
と
、
当
条
約
に
よ
る
規
定
事
項
と
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
に
し
た
が

っ
て
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ
る
、
と
い

う
条
約

の
理
念
)

第
G
3
b
条

(サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
の
定
義
、
三
項
よ
り
成

る
。

第

一
項

"
共
同
体
は
、
そ
れ
に
課
さ
れ
た
目
的
と
当
条
約

に
よ
り
規
定

さ
れ
て

い
る
権
限

の
範
囲
内

で
の
み
行
動
す
る
、
と

い
う
権
限
配
分

の

確
認

第

二
項

"
排
他
的
権

限
に
属
さ
な

い
分
野

に
つ
い
て
は
、
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則

に
則

っ
て
、
国
家
単
位
で
は
十
分

に
そ
の
目
的
が
達
成

さ
れ
ず
、
規
模
も
し
く
は
効
果
に
お
い
て
共
同
体

に
よ

っ
て
よ
り
よ
く
達
成
さ
れ
る
場
合

に
の
み
行
動
す
る
、
と

い
う
第

一
項
の
例

外
規
定

第
三
項
、
共
同
体

に
よ
る
行
為
は
、
当
条
約
の
目
的
達
成

に
必
要
な
手
段
を
超
え
な

い
、
と
い
う
比
例
原
則

の
確
認
)

な
お
、
G

3
b
条

に
関
し
た
議
論

は
、
本
稿

Ⅲ
ー

一
で
展
開
し

て
い
る
。

や
や
異
な
る
観
点

と
し
て
、

一
九
九
三
年

二
月
当
時

の
E
C
委
員
会
主
任
法
務
顧
問
F
.
L
A
M
O
U
R
E
U
Xは
、
J
>
C
>
C
A
S
A
N
O
V
A

の
説
を
引

い

て
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念

の

一
切

の
宗
教
的
意
味
を
否
定
し
、
こ
の
概
念

は
「
個
人
、
家
族
、
会
社
、
地
域
が
行
使
で
き
な

い
権

限
を
政
体

の
よ
り

大
き
な
形
体
と
し
て
の
国
家

へ
委
譲

で
き
る
」
と

い
う
、
西
洋
古
来

の
思
想
の
表
現

で
あ
る
、

と
述

べ
て
い
る
。

(
6
)
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念

の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会

に
お
け
る
発
展

の
経
緯

は

(
7
)
連
合
条
約
発
効
後

は
、
「
欧
州
委
員
会

特

に

に
詳

し

い
。

と

呼
ば

れ
る

。

an 
ever 
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(
10
)
限
定
的

と
読
み
取
れ
る
部
分
は
、
例
え
ば
以
下

の
強
調
部
分

(強
調
は
筆
者

に
よ
る
)

(
13
)

次

の

二

つ
の
報

告
書

で
あ

る

。

第

-
章

サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ

ィ
を
め
ぐ
る
論
争

一

ド

ロ
ー
ル
委
員
長
に
み
る
E
C
委
員
会
に
お
け
る
概
念

の
流
れ

ω

一
九
八
八
年
1
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
」
と
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ

「サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ

と
い
う
用
語
が
E
C
委
員
会
に
よ
り
公
式
の
場

で
初
め
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、

一
九
八
八
年

五
月

一
九
日
ボ
ン
で
の
ド

ロ
ー
ル
委
員
長
と
ド
イ
ツ

連
邦
各
州
首
相
と
の
会
合
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ド

ロ
ー
ル
は
、
多
く

K
. E

N
D

O
, 

op. cit., C
H

A
PT

E
R

  
I  , 

I -1, 
I -2. 

K
ees van 

K
E

R
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E
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G
E

N
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B
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E
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B
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E
K
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E
uropean 

U
nion"

, Journal 
of 

C
om

m
on 

M
arket 

Studies, V
ol.32, N

o.2, June 
1994.
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の
分
野
に
お
い
て
常
々
ド
イ
ツ
連
邦
の
在
り
方
を
ひ
と
つ
の
モ
デ

ル
と
考
え
て
い
る
、
と
述

べ
て
い
る
。
即
ち
、
統
合

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い

う
の
は
確
立
さ
れ
た
自
治
権
を
持

つ
地
域

の
基
礎
な
く
し
て
は
成
立
せ
ず
、
し
た
が

っ
て
自
分
は

「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
理
」
の
擁

護
者

で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
援
用
さ
れ
て
い
る
概
念
は
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
前
文
で
述

べ
ら
れ
て
い
る

「市
民

に
よ
り
近

い
レ
ベ
ル
で
の
決
定
」
そ

の
も

の
で
、
地
方
や
国
家

の
レ
ベ
ル
で
の
方
が
よ
り
有
役
で
あ
り
、
理
に
か
な

っ
て
い
る
事
柄
は
そ
の
レ
ベ
ル
で
決
定
し
、
共
同
体
レ
ベ

ル
で
管
理
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
、
連
邦
主
義
者
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
、
中
央

集
権
を
排
し
、
そ
の
土

地
と
人
々
を
理
解
し
た
う
え
で
の
自
由
の
概
念

に
基
づ
く
管
理
の
重
要
さ
を
、
自
ら
の
市
長
と
し
て
の
経
験
に
言
及
し
な
が
ら
確
認
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
構
築

の
た
め
に
は
、
共
同
体
側
と
各
州
の
側
な
ど
と
い
う
区
別
は
な
く
、
各
州
は
共
同
体
の

一

部
で
あ
り
両
者
は
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
、
と
す
る
。
共
同
体
権
限
の
新
し
い
分
野

へ
の
広
が
り
が
、
地
方

の
権
限
を
減
じ
さ
せ
る

方
向

に
働
く
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
側
面
か
ら
強
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
も
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
ロ
ー
ル
は
、
地
方
自
治

の
確
立
に
よ
る
多
元
的

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
実
現
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、

サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ

に
依
拠
し
た
連
邦
主
義
と
い
う
考
え
方
に
言
及
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
方
法
と
し
て
の
連
邦
主
義
は
、

一
〇
月
に
な
る
と

「連
邦
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
い
う
表
現
で
、
多
様
性
に
注
目
し
た

「
理
想
と
し
て
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
(
1
'
E
u
r
o
p
e
 
d
e
 
l
'
i
d
鸞
l
)

」

へ
の
実
現
に
向
け
た
、
よ

り
具
体
的
内
容
の
提
言
と
な

っ
た
。

「
理
想
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
は
、
「
必
要

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に
対
置
す
る
社
会
と
し
て
提
示
さ
れ
、
後
者
は
現
実
主
義
に
た
つ
経
済

の
活

性
を
は
か
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ
の
先
に
あ
る
目
指
す
べ
き
社
会
を

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
」
と
い
う

モ
デ

ル
と
し
て
設
定
す

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
個
人
と
社
会
の
調
和
が
成
立
す
る
多
様
性

の
あ
る
社
会
と
し
、
そ
の
実
現
は
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
を
尊
重
す

る
連

邦
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
、
共
同
体

・
国
家

・
地
方
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
役
割

を
充
分
に
考
慮
し
、
書

類
ば

か
り
を
増
や
す
よ
う
な
無
益
な
官
僚
主
義
に
陥
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
る
と
す
る
。



こ
こ
で
意
図
さ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
を
構
成
す
る
中
心
単
位
と
し
て
の

《自
由
な
》
個
人
で
あ
り
、
そ
の
社
会
に
お
い
て
は
経
済
活

動
が
確
保
さ
れ
個
人
の
自
己
実
現
が
可
能
で
あ
り
、
社
会
は
そ
の
た
め
に
必
要
な
手
助
け
を
効
果
的
に
提
供
す
る
役
割

を
担

っ
て
い
る
、

と

い
う
視
点
で
あ
る
。
手
助
け
の
効
果
的
な
提
供
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
公
的
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
と
有
用
性
で
あ
り
、

そ
の
内
容

に
応
じ
て
最
も
効
率
よ
く
提
供
で
き
る
公
共
体
が
そ
の
分
野
に
責
任
を
負
う
、
と
い
う
構
想

で
あ
る
。
こ
の
時

点
で
サ
ブ

シ
デ
ィ

ア
リ
テ

ィ
は
、
も

っ
ぱ
ら
個
人

に
対
す
る
公
共
の
役
割
の
観
点
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
私
的
領
域

が
充
実
し
調
和
の

あ
る
社
会
と
い
う

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

・
モ
デ

ル
」
を
達
成
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
の
、
最
適

レ
ベ
ル
に
よ
る
必
要
に
見

合

っ
た
公
権
限
の

執
行
と

い
う
構
想
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
権
限
分
担
の
在
り
方
と
し
て
、
基
本
法

に
サ
ブ
シ
デ

イ
ア
リ
テ
ィ
の
考
え
方

を
明
記
し
た
ド
イ

ツ
型
連
邦
制
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

②

一
九
八
九
～

一
九
九

一
年
-
共
同
体
の
発
展
と
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ

こ
の
時
期
は
単

一
市
場
実
現

へ
向
け
て
の

「
単

一
欧
州
議
定
書
」
の
成
果
が
顕
著
と
な
り
、
経
済
活
動
は
活
発
で
、
《
一
九
九
二
年
》
と

い
う
合
言
葉
に
よ
る

一
種
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

・
ブ
ー
ム
が
席
巻
し
て
い
た
。
こ
の
成
功
に
支
え
ら
れ
、
ド
ロ
ー
ル
の
口
調
も
自
信

に
満
ち
た

も
の
で
あ
り
、
E
C
委
員
会

の
責
任
の
遂
行
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

一
九
八
九
年
お
よ
び

一
九
九
〇
年

一
月
の
欧
州
議
会
で
の
年
頭

の
E
C
委
員
会
政
策
説
明
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
新
し
い
活
力
を

発
見
し

つ
つ
あ
る
と
し
、
そ
の
経
済
面
で
の
成
功
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

へ
の
強

い
自
信
が
よ
み
と
れ
、
政
治
的
意
志
の
統

一
の
必
要

を
も
訴

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
統
合
の

一
層
の
進
展
を
呼
び
掛
け
、
そ
の
た
め
に
は
E
C
委
員
会

の
権
限
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
と
訴

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則

に
従
う
こ
と
で
過
度
の
集
権
は
避
け
ら
れ
、
共
同
体
と
国
家
と
地
方
と
の
問
の
適
切

な
責
任

の
配
分
が
成
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
、

一
九
八
九
年

一
〇
月
の
C
o
l
l
e
g
e
 
o
f
 
E
u
r
o
p
e

の
新
学
年
開
講
式
の
演
説

で
も
表

明
さ
れ
て
お
り
、
統
合
欧
州
と
自
国

へ
の
忠
誠
と
い
う
、
一
見
相
容
れ
な
い
問
題

へ
の
答
え
を
与
え
る
の
は
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ



を
加

味
し
た
連
邦
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
演
説
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
像
を
創
造
す
る
中
心
概
念
と

し
て
、
サ
ブ
シ
デ
イ
ア
リ
テ
ィ
が
く
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九

一
年

の
政
策
説
明
に
は
サ
ブ

シ
デ
イ
ア
リ
テ
ィ
の
用
語
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
大
き
く
動
い
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
情
勢
を
視
野

に
入
れ
て
の
共
同
体
の
責
任
を
喚
起
し
、
湾
岸
危
機

で
の
E
C
の
対
応
の
ま
ず
さ
を
認
め
る
が
故

に
、

一
二
ヶ
国
が
歩
調
を
そ
ろ
え
る
こ

と

の
重
要
さ
と

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
設
」

へ
向
け
て
の
連
邦
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
後
同
じ
年

の
三
月
に
、
私
的
領
域
と

国
家

の
領
域
が
社
会
で
分
け
合
う
責
任
範
囲
、
異
な

っ
た
レ
ベ
ル
に
お
け
る
政
治
権
力

の
役
割
分
担
、
と
い
う
二

つ
の
責
任
分
担
の
在
り

方
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
明
確
な
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念
を
説
明
し
て
い
る
。

私
と
公
の
関
与

の
在
り
方
を
示
す
前
者
は
、
前
述

の

「理
想

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
考
え
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア

リ
テ

ィ
の
構
成
要
素
と
し
て
、
個
人
が
有
す
る
と
こ
ろ
の
責
任
と
自
己
達
成

の
権
利
、
及
び
、
そ
の
個
人
の
権
利

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

公
権
力
の
義
務
、
と
い
う
相
互
に
対
立
す
る
が
交
差
が
避
け
ら
れ
な
い
二
つ
の
規
範
を
あ
げ
て
い
る
。

政
治
的
役
割
分
担
に
関
し
て
は
、
連
邦
主
義
で
は
な
く
連
邦
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
あ
る
と
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
代
表
さ
れ
る
共
同
体
の

「連

邦
化
」

へ
の
批
判
を

一
蹴
し
て
い
る
。
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ブ
シ
デ

イ
ア
リ
テ
ィ
が
特
定
の
視

点

(例
え
ば
連
邦
主
義

や
り

ベ
ラ
リ
ズ
ム
論
)
と
自
動
的
に
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。

特

記
さ
れ
る
べ
き
は
、
こ
こ
で
の
議
論

に
お
い
て
初
め
て
、
共
同
体
に
お
け
る
権
限
行
使
の
規
範
、
お
よ
び
日
常
業
務
で
の
適
用
の
課

題
と
し
て
の
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
が
具
体
的
、
か
つ
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば

、
共
同
体
法

の
加
盟
国

に
対
す
る
行
き
す
ぎ
た
法

の
調
和
化
要
請
は
自
粛
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
指
令
(
d
i
r
e
c
t
i
v
e
)

や
相
互
承
認
を
重
視

す
る
視
点
で
あ
り
、
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
標
と
共
同
体

の
関
与

(法
的
手
段
)
の
釣
り
合

い
で
あ
る
比
例
性
(
p
r
o
p
o
r
t
i
o
n
a
l
i
t
y
)

を
考

慮
す

べ
し
と
す
る
視
点
で
あ
る
。
非
効
率
な
中
央
集
権
主
義
を
打
破
す
る
決
意
が
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
各
々
の
レ
ベ
ル
が
相
応

の
責
任
を
遂
行
す
る
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
で
あ
り
、
「連
合
は
、
加
盟
国
が
個
別
に
執
行
す
る
よ
り
も
共
通
の
方

法
で
よ
り
効
果
的
に
実



施

で
き

る
課
題

に
お
い
て
の
み
行
動
す
る
」
と
い
う
前
述
の
ス
ピ
ネ
ッ
リ
(
A
.
 
S
p
i
n
e
l
l
i
)

に
よ
る
定
義
に
、
自
ら
の

「特

に
、
行
動
の

範
囲
も
し
く
は
効
果
が
国
家
、
ま
た
は
地
方
に
お
い
て
は
目
的
が
よ
り
よ
く
達
成
で
き
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
」
と

い
う
定
義
を
加
え

て
い
る
。
こ
こ
で
も
明
ら
か
な
こ
と
は
、
共
同
体
、
特

に
委
員
会

の
立
法
に
よ
る
規
制
の
行
き
す
ぎ
を

一
部
に
認
め

つ
つ
も
、
そ
の
果
た

す
べ
き
責
任

・
役
割
を
積
極
的
に
評
価
し
、
む
し
ろ
確
認
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
議
論
は
、
そ
の
前
年

一
九
九
〇
年
の

一
二
月
に
開
始
さ
れ
た
二

つ
の
政
府
間
会
議

(I
G
C
)
で
の
議
論
を
受
け
て
の
も

の

で
あ
る
。
政
治
統
合
に
関
す
る
I
G
C
に
お
い
て
は
広
範
な
範
囲
の
テ
ー
マ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
過
程

に
お
い
て
、
各
国

の
統
合

に
対
す
る
考
え
方

の
相
違
、
特

に
イ
ギ
リ
ス
の
明
ら
か
に
異
な
る
態
度
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。
こ
の
違

い
が
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ

ト
条
約
G
3
b
条

の
抑
制
的
表
現
と
な

っ
て
結
実
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
の
章
の
次
節

(二
)
で
述

べ
る
こ
と

に
す
る
。

③

一
九
九
二
年
以
後
ー
共
同
体
権
限
と
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ

一
九
九
二
年
は
前
年
の
連
合
条
約
批
准
、
そ
し
て
単

一
市
場

の
完
成
の
年
と
し
て
共
同
体

の
み
な
ら
ず
、
加
盟
国
以
外
の
国
々
に
と

っ

て
も
大

き
な
意
味
を
持

つ
年

で
あ

っ
た
。
年
頭
恒
例

の
欧
州
議
会

へ
の
政
策
説
明
に
お
い
て
は
、
こ
の
年
は
共
同
体
に
と

っ
て
中
枢
と
な

り
軸
と
な
る
年
と
位
置
付
け
ら
れ
、
か
つ
、

一
九
八
九
年
以
来
大
き
く
変
動
し
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
情
勢
に
鑑
み
て
、
統
制
す
る
の
で
は

な
く
、
加
盟
国
に
起
動
力
を
与
え
る
役
割
と
し
て
の
共
同
体
の
権
限
の
確
立
の
重
要
性
を
訴
え
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
重
視
に
よ
る
加

盟
国
の
責
任
も
喚
起
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
積
極
的
分
権
の
視
点
が
明
確

に
表
明
さ
れ
る
の
も
こ
こ
ま
で
と
な
る
。

一
九
九
二
年

六
月
の
デ
ン
マ
ー

ク
の
国
民
投
票
が
、
当
然

の
ご
と
く
、
転
換
点
で
あ
る
。
こ
の
投
票
か
ら
数
日
後
に
、
ド
ロ
ー
ル
委
員
長
は
外
相
閣
僚

理
事
会
に
対
し
、

委
員
会

の
立
法
活
動
が
干
渉
的
と
み
な
さ
れ
た
分
野
の
権
限
を
放
棄
し
、
委
員
会
の
活
動
を
よ
り
制
限
さ
れ
た
重
要
分

野
に
集
約
す
る
、



と
い
う
秘
密

の
メ
モ
を
手
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
委
員
会
発
表
の
文
書
や
委
員
の
言
及
は
、
適
用

の
基
準
は
前
記

一
九
九

一
年
三
月
に
示
さ
れ
た
点
と
変
わ
り
は
な

い
も
の
の
、
明
ら
か
に
共
同
体

の
、
よ
り
実
質
的
に
は
委
員
会
の
権
限

を
抑
制
す
る
側
面
を
強
調
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
九
三
年
の
議
会

へ
の
政
策
説
明
に
お
け
る
演
説
は
、
悲
観
的
ト
ー
ン
は
否
め
な
い
。
委
員
会
は
絶
好

の
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
さ
れ

て
い
る
、
と
い
う
発
言
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
以
来

の
、
共
同
体

の
発
展
が
当
た
り
前
の
こ
と

と
し
て
受
け
取
ら
れ
て

い
た
時
代
は
終
わ

っ
た
、
と
し
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
明
確

に
説
明
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
サ
ブ
シ
デ

イ

ア
リ

テ
ィ
に
肉
付
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
委
員
会
は
今
後
の
立
法
措
置
と
現
存
の
委
任
権

の
行
使

に
関
し
て
は
、

サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
適
用
を

「筋
の
通

っ
た
」
方
法
で
実
行
し
、
透
明
性
を
高
め
る
、
と
述

べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
イ
概
念
が
積
極
的
役
割
を
持

つ
肯
定
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
、
抑
制
的
で
否
定
的

二
ュ
ア
ン
ス
へ
と
回
転
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
当
初
は
共
同
体

の
発
展
を
前
提
に
拡
大
す

る
権
限
を
念
頭
に
置

い

た
う
え
で
の
、
共
同
体

の
将
来
像

(ド
ロ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
社
会
の
様
々
な
レ
ベ
ル
が
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
機
能
に
応
じ
て
権
限
を
行
使
す
る

型
の
連
邦
制
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
ろ
う
)
の
規
範
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
た
が
、
I
G
C
で
の
議
論
が
展
開
す
る
中
で
、

よ
り
具
体
的
な
立
法
基
準
と
し
て
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
を
与
え
ら
れ
、
権
限
の
配
分
が
議
論
の
焦
点
と
な

っ
て
い
っ
た
。

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト

条
約

の
文
言
と
し
て
は
、
市
民
に
最
も
近

い
レ
ベ
ル
で
の
決
定
と

い
う
規
範
(
A
r
t
i
c
l
e
 
A
)

と
、
共
同
体
の
権
限
行
使

の
制
限
的
条
件

の

規
定
(
A
r
t
i
c
l
e
 
G
3
b
)

と
い
う
表
現
と
な

っ
た
。
そ
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
投
票
を
き

っ
か
け
に
し
て
、
加
盟
国

と
の
関
係
に
お
い
て
の

共
同
体
、
特
に
立
法
を
発
議
す
る
E
C
委
員
会

の
権
限
の
抑
制
の
面
が
強
調
さ
れ
、
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
を
取
り
上
げ
て
議
論
し
た

一

九
九

二
年

一
二
月
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
首
脳
会
議

の
結
論
で
は
、
あ
く
ま
で
も
国
家
権
力
が
常
例
(
t
h
e
 
r
u
l
e
)

で
あ
り
共
同
体
の
そ
れ
は
例

外
(
t
h
e
 
e
x
c
e
p
t
i
o
n
)

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
中
央
集
権
を
抑
制
す
る
、
即
ち
共
同
体
の
権
限
を
制
限
す
る
機
能
を
前
面



に
取
り
上
げ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈

の
回
転
を
可
能
に
す
る
の
は
概
念
そ
の
も
の
の
両
義
性
に
あ
る
。
問
題

の
中
心
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
サ
ブ

シ
デ
ィ

ア
リ
テ

ィ
が
標
榜
す
る
概
念
の
中
心
を
権
力

の
集
中
を
抑
制
す
る
も
の

(ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
か
つ
静
的
)
と
み
る
か
、
異
な
る
政
治

レ
ベ
ル
の

分
権
を
保
障
す
る
も
の

(ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
か
つ
動
的
)
と
み
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
署
名

か
ら
以
後

の
動
き

を
見
れ
ば
、
前
者

の
解
釈
に
よ

っ
て
い
る
と
い
う
感
は
否
め
な

い
。

し
か
し
な
が
ら
条
約
起
草

に
先
立

つ
政
府
間
会
議
で
明
ら
か
に
な

っ
た
の
は
、
共
同
体

の
将
来
像
と
深
く
結
び
付

い
た
連
邦
主
義
に
対

す
る
考

え
方
と
そ
こ
で
の
権
力
行
使
の
在
り
方
を
め
ぐ

っ
て
の
、
ま
さ
し
く
上
記
二
通
り
の
立
場
で
あ
り
、
前
者
は
イ
ギ
リ
ス
に
、
後
者

は
ド
イ

ツ
に
代
表
さ
れ
る
解
釈
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

原
文
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

に
よ
る
と
、
ド

ロ
ー
ル
委
員
長

は
既

に

一
九
七
五
年

の
著
書

.
に

お

い

て

、

同
様

の
考
え
を
述

べ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
基
本
法

三
〇
条

に
よ
れ
ば
、
こ
の
部
分

は

マ
ル
ク
ス
主
義
と
個
人
主
義

の
中
間
、
も
し
く

は
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
主
義

の
融
和

の
試
み
と
し
て
の
典
型
的

の
考

え

方

で

あ

る

と

い
う

。
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(
22
)
当
初
は
E
M
U
に
関
す
る
政
府
間
会
議

の
み
が
予
定

さ
れ
て
い
た
が
、
影
響
力

の
強
化
を
図

っ
て
い
た
欧
州
議
会
の
二
回
に
わ
た
る
『
マ
ー
テ
ィ
ン
報

告
』
な
ど

の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
り
、
条
約
の
大
幅
見
直

し
を
含
む
政
治
統
合

に
関
す
る
政
府
間
会
議
も
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
間

の

経
緯
、
会
議
に
お
け

る
論
点
、
各
国

の
反
応
な
ど
は
、
次

の
論
文

に
詳
し

い
。 R
i
c
h
a
r
d
 
C
O
R
B
E
T
T
,
 
"
T
h
e
 
I
n
t
e
r
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
a
l
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
o
n
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
U
n
i
o
n
"
,
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
C
o
m
m
o
n
 
M
a
r
k
e
t
 
S
t
u
d
i
e
s
,
 
V
o
l
.

X
X
X
,
 
N
o
.
3
,
 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 
1
9
9
2
.

(
23
)
A
n
t
h
o
n
y
 
L
.
 
T
E
A
S
D
A
L
E
,
 
"
S
u
b
s
i
d
i
a
r
i
t
y
 
i
n
 
P
o
s
t
-
M
a
a
s
t
r
i
c
h
t
 
E
u
r
o
p
e
"
,
 
T
h
e
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
Q
u
a
r
t
e
r
l
y
,
 
V
o
l
.
6
4
,
 
N
o
.
2
,
 
A
p
r
i
l
-
J
u
n
e

1
9
9
3
,
 
p
p
.
1
9
3
-
1
9
4
.

(
24
)
E
u
r
o
p
e
a
n
 
C
o
u
n
c
i
l
,
 
C
o
n
c
l
u
s
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
P
r
e
s
i
d
e
n
c
y
,
 
A
n
n
e
x
 
I
 
t
o
 
P
A
R
T
 
A
,
 
 
I
 
 
.
 
2
.
 
i
 
)
 
,
 
E
d
i
n
b
u
r
g
h
,
 
1
1
-
1
2
 
D
e
c
e
m
b
e
r
,
 
1
9
9
2
.

(
25
)
R
.
 
C
O
R
B
E
T
T
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
p
.
2
7
7
.

二

二
つ
の
解
釈
　

連
邦
主
義
と
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ

ω

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
解
釈

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義

の
中
核
を
な
す
の
は
伝
統
的
に
市
場
自
由
主
義
者

で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
政
府
の
介
入
を
極
力
排
除
し
必
要
最
小

限
の
法
規
則
に
の
っ
と

っ
た
、
自
律
的
主
体
に
よ
る
自
由
な
競
争
が
好
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立

っ
て
国
家
が
連
合
し
た
場
合

に
は
、
構
成
国
の
独
自
性
を
最
大
限

に
尊
重
す
る
ゆ
る
や
か
な
結
び
付
き
の
形
態
を
取
る
で
あ
ろ
う
。

独
立

・
自
律
的
単
位
と
し
て
強
固
な
国
家
主
権
概
念
を
有
す
る
保
守
主
義

の
国
家
が
連
邦
体
制

に
参
加
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
上
位
体

と
し

て
の
連
邦
政
府
と
、
構
成
体
と
し
て
の
各
国
政
府
と
の
関
係
は
法

に
よ

っ
て
明
確

に
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
、
構
成
体
の
合
意

に
基
づ

い
て
特
定
権
限
が
上
位
体
に
委
譲
さ
れ
、
上
位
体
か
ら
は
同
様

に
合
意
に
基
づ
く
利
益
、
恩
恵
が
各
構
成
体

へ
も
た
ら
さ
れ
る
、

(26

)

と
い
う
立
法
契
約
に
よ
る
機
能
的
関
係
に
立
脚
す
る
で
あ
ろ
う
。

サ

ッ
チ
ャ
ー
に
代
表
さ
れ
る
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
反
対
派
の
保
守
党
議
員
は
こ
の
よ
う
な
連
邦
の
考
え
方
を
中
央
集
権
を
促
進
す
る



政
治
制
度
と
み
な
す
の
で
あ
り
、
よ

っ
て
、
仮
に
欧
州
連
合
を
欧
州
連
邦
を
目
指
す
も
の
と
い
う
立
場
を
受
け
入
れ
て
し
ま
え
ば
、
分
野

に
よ

っ
て
は
国
家
主
権

の
譲
渡
は
正
当
化
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
結
果
的
に
E
C
官
僚
に
よ
る
中
央
集
権
的
政
府
を
容
認
す
る
も
の
と
な

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
府
と
は
、
条
約
反
対
派

に
と

っ
て
は
、
超
(
s
u
p
r
a
)
国
家
的

で
は
な
く
、
権
限
を
集
中

さ
せ
て
国
家
の
上

位
(
s
u
p
e
r
)に居
座
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
連
邦
主
義
を
中
央
集
権
主
義
と
を
結
び
付
け
た
議
論

の
展
開
に
対
し
、
同
じ
保
守
党
に
あ

っ
て
条
約
批
准
を
目
指
し
て
い
た

メ
イ
ジ

ャ
ー
は
、
連
邦
f
e
d
e
r
a
l

と
い
う
語
で
は
な
く
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
を
条
文
に
明
記
し
、
そ
の
抑
制
的
側
面
を
持
ち
出
す
こ
と
に

(
27
)

(
28
)

よ
り
党

内
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
共
同
体
が
関
与
す
る
べ
き
権
限
は

「必
要
な
場
合
ま
た
は
本
質
的
な
場
合
」
に
限

ら
れ
る
、
よ
り
具
体
的
に
は
域
内
単

一
市
場
の
完
成

に
関
す
る
部
分
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
自
由
主
義

に
立
脚
し

つ
つ
国
家

主
権

の
最
大
限
の
存
続
を
図
ろ
う
と
す
る
。

こ
う
し
た
保
守
党
の
内
部
事
情
を
反
映
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
主
張
す
る
サ
ブ

シ
デ
イ
ア
リ
テ
ィ
は
、
権
限
の
具
体
的
分
野
の
銘
記
は
な
い

も

の
の
、
連
合
条
約
3
b
条

の

「
…
…
と
い
う
場
合

に
限

っ
て
…
…
(
o
n
l
y
 
i
f
 
a
n
d
 
i
n
 
s
o
 
f
a
r
 
a
s
)

」
と
い
う
制
限
的
意
味
合

い
の
文
言

に
従

っ
て
、
条
約
発
効
後

に
な
さ
れ
る
全
て
の
委
員
会
提
案
に
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
に
基
づ
い
た
委
員
会
提
案

の
正
当
性
を
記
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
議
論
に
お
い
て
は
、
権
限
の
バ
ラ
ン
ス
が
共
同
体
と
加
盟
国
と

い
う
二

つ
の
レ
ベ

ル
の
み
を
対
象
と
し
、
サ
ブ

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

レ
ベ
ル
と
し
て
の
地
方
の
視
点
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
共

同
体

に
対
す
る
自
国
主
権

の
維
持
を
主
張
す
れ
ば
、
同
じ
主
張
が
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン
と
地
方
と
の
関
係

に
お
い
て
も
な

さ
れ
得

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
く
す
ぶ
り
続
け
る
地
域
的

「ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
呼
び
起
こ
す
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
地
方
政
府
の
在
り
方
を
見
直
す
作
業

に
お
い
て
も
、
E
C

レ
ベ
ル
で
の
視
点
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
、

そ
の
様
な
対
処
は
結
果
と
し
て

「地
域

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
建
設

に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
存
在
の
弱
さ
を
確
立
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
に
も
な



り
か
ね
な

い
。
ま
た
、
連
合
条
約
に
基
づ
い
て
新
し
く
設
置
さ
れ
た

「地
域
委
員
会
(
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 
o
f
 
R
e
g
i
o
n
s
)

」

へ
の
代
表

の
選
出

に
際
し
て
は
、
保
守
党
政
府
と
地
方
政
府
と
の
間
で
態
度
の
く
い
違
い
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
時
の
政
府

の
方
針
は
、
む
し
ろ
地
方

の
活
力

を
削
ぐ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
対
応

は
、
少
な
く
と
も
共
同
体
の
加
盟
国
と
し
て
留
ま
る
こ
と
を
選
択
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
、
共
同
体

の
政
策
決
定

へ
の
影
響
力
を
減
退
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

シ
ェ
ル
(
D
o
n
a
l
d
 
S
H
E
L
L
)

の
指
摘
を
待

つ
ま
で
も
な
く
、
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
成
文
法
に
よ
り
統
治
さ

れ
る
制
度

へ
の
イ
ギ
リ
ス
法
制
度
の
調
和
を
意
味
し
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
E
C
加
盟
を
選
択
し
た
時
点
か
ら
内
在

的
に
要
請
さ
れ
て
い
る

イ
ギ
リ
ス
憲
法
制
度
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
保
守
党
内
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
反
対

派
の
主
張
は
、
連
合
王

国

の
君
主
と
し
て
他
国

へ
の
独
立
の
付
与

の
経
験

の
み
を
持

つ
、
と
い
う
歴
史
的
背
景

に
よ
る
面
子
や
、
イ
ギ
リ

ス
憲
法
体
制

に
お
い
て

は
、
強
固
な
議
会
主
権
の
下
で
地
方
自
治
も
所
与

の
も
の
で
は
な
く
、
中
央
政
府
か
ら
立
法
に
よ
り
供
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事

実

に
立
脚
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
反
対
意
見
を
封
じ
込
め
る
方
策
と
し
て
、
サ
ブ

シ
デ
イ
ア

リ
テ

ィ
の
抑
制
的
側
面
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
政
治
で
ロ
ン
ド
ン
と
地
方
の
関
係

に
お
い
て
跳
ね
返

っ
て

く
る
可
能
性
を
併
せ
持

つ
と
い
え
る
。

②

ド
イ
ツ
型
連
邦
の
解
釈

第

Ｉ
章
で
述

べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
連
邦
制
の
在
り
方
は
共
同
体
の
将
来
像
と
し
て
の
ひ
と
つ
の
モ
デ

ル
を
提
供
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
憲
法
、
即
ち
基
本
法
に
よ
り
定
義

さ
れ
た
分
権
制
度
が
確
立
し
、
連
邦
の
構
成
単
位
で
あ
る
州
の
自
治
権
が
保
証
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
同
時

に
、
各
州
は
連
邦
政
府

の
政
策
決
定

へ
の
参
加
も
保
証
さ
れ
て
い
る
。
中
央
政
府
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
自
律
的
な
関
係

を
保

持
し
て
い
る
ド
イ
ツ
各
州
に
と
っ
て
、
市
民
の
必
要
と
す
る
レ
ベ
ル
に
最
も
効
果
的
に
近

い
と
こ
ろ
で
決
定

を
成
す
、
と
い
う
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念
は
既
に
実
行
さ
れ
て
い
る
原
理
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
レ
ベ
ル
へ
と
拡
大
さ
れ
た
空
間

に
お
い
て
で
あ
ろ
う
と



も
、
政
治
体

の
構
成
員
と
し
て
の
州

の
権
利
を
主
張
し
自
律
性
を
確
保
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
加
え
て
、

ド
イ
ツ
連
邦
参
議

院
が
取

り
扱
う
年
間
議
案

の
三
分
の

一
、
約
八
千
件
が
E
C
関
連
で
あ
る
ほ
ど
に
国
内
政
治
と
の
結
び
付
き
が
大
き
く

な

っ
て
い
る
現
状

が
あ
れ
ば
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
政
策
に
対
す
る
各
州
の
意
志
の
反
映
を
盛
り
込
む
何
ら
か
の
制
度
が
追
求
さ
れ
る
の
も
、
ま
た
当
然
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
、
分
権
を
確
立
す
る
も
の
と
し
て
の
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念
の
積
極
的
な
推
進
者
は
ド
イ
ツ
の
州

で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
、
前
述
し
た

一
九
八
八
年

の
ド

ロ
ー
ル
と
州
首
相
と
の
会
合

に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念

は
、
ド

ロ
ー
ル
に
と

っ
て
は
E
C
レ
ベ
ル
に
お
い
て
よ
り
よ
く
達
成
で
き
る
事
柄

へ
の
理
念
で
あ
り
、
州

に
と

っ
て
は
下
位
レ
ベ
ル
で
達

成
で
き
な
い
事
柄

の
み
を
E
C
レ
ベ
ル
で
実
行
す
る
と
い
う
原
則
と
し
て
で
あ
り
、
両
者
の
視
点
は
共
に
、
E
C
と
い
う
上
位

レ
ベ
ル
に

置
か
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
の
州
は
欧
州
統
合
に
関
す
る
会
議

へ
の
参
加
や
、
サ
ブ
シ
デ

イ
ア
リ
テ
ィ
原
則
の
連
合
条

約

へ
の
明
記
を
含
む
提
案
な
ど
、
連
邦

レ
ベ
ル
と
欧
州

レ
ベ
ル
の
両
方

に
お
い
て
活
発
な
動
き
を
見
せ
、
最
終
的
に
は
州
の
要
求
は
、
マ
ー

ス
ト
リ

ヒ
小
条
約
A
条
二
項
の

「
こ
の
条
約
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
の
間
で
の
よ
り
密
接
な
連
合
を
創
設
す
る
過
程

に
お
い
て
新
し
い
場

面
を
記

す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
市
民

に
可
能
な
限
り
近
接
し
て
決
定
が
成
さ
れ
る
。
」
と
い
う
文
言
と
な

っ
た
し
、

新
し
く
諮
問
機
関

と
し
て

「地
域
委
員
会
」
が
設
定
さ
れ
る
と
い
う
成
果
を
う
ん
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
州
が
主
張
す
る
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
概
念
は
こ
れ
ま
で
に
確
立
し
て
き
た
州
の
権
限
を
維
持
す
る
と
い

う
、
極
め
て
機
能
的
な
目
的
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
意
図
さ
れ
て
い
た
の
は
権
限
の
配
分
を
明
確

に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
既
得
権

を
確
保
す
る
と
い
う
静
的
な
性
質
の
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
そ
こ
に
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
主
張
や
、
ド
ロ
ー
ル
の
考
え
方
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
あ
る
種
の
価
値
観
や
倫
理
観
は
不
在
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
同
体

に
お
け
る
政
策
決
定
過
程

へ
の
下
位
組
織
の
参
加

の
保
証
と

い
う

い
わ
ば
共
同
体
型
連
邦
主
義

の
重
要
な

一
面
を
確
保
し
た
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
連
邦
的
性
格
を
有
す

る
共
同
体
の
制
度

に
正
統
性
を
加
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。



梅
川
正
美

「
E
C
と
英
国
政
治
」

日
本
政
治
学
会
編

『
日
本
政
治
学
会
年
報

E
C
統
合
と

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
政
治
』

一
九
九
三
年

の
指
摘
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
る
。

は

「
ブ

ー

メ
ラ

ン
効

果
」

と
呼

ん

で

い
る

。

(35
)

上
院

に
あ

た
る
連
邦
参

議
院
B
u
n
d
e
s
r
a
t

は
州
政
府

の
代
表

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
、
連
邦
立
法

に
は
連
邦
参
議
院

の
同
意
が
必
要

と
さ
れ
る
。

S
b
r
a
g
i
a

は
、
こ
の
よ
う
な
、
制
度
と
し
て
の
構
成
単
位

に
よ
る
中
央

の
政
策
決
定

へ
の
参
加

は
、
連
邦
形
態
と
し
て
も

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
り
、
領

域
性
と
代
表
性

と
の
新
し

い
在
り
方
を
示
し
て
い
る
、

と
す
る
。

一
般
的

に
は
、
領
域
は
ひ
と

つ
の
「
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
と
み
な
さ
れ
、
そ

の
中
で
個

々
の

投
票
者
が
彼
等

の
主
権
政
体

へ
の
代
表
を
選
出
す
る
、
と
理
解

さ
れ
、
領
域
か
ら
中
央
政
府

へ
の
代
表
は
、
間
接
選
挙

に
よ
る
上
院
議
員
選
出

(
フ
ラ

ン

ス
、
オ
ラ

ン
ダ
)
か
、
直
接
選
挙

だ
が
領
域
内

の
人

口
に
か
か
わ
ら
ず
同
数

の
議
員
に
よ

っ
て
領
域
を
代
表
す
る

(ア
メ
リ
カ
)
、
と
い
う
方
法

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
B
u
n
d
e
s
r
a
t

に
お
い
て
は
、
領
域
の
利
益
が
代
表

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
《
一
般
的
権
力
g
e
n
e
r
a
l
 
p
o
w
e
r

が
行
使

さ
れ
る
の
で
あ
り
、

領
域
政
府
が
直
接

に
参
加
し
拒
否
権
を
持

つ
こ
と
で
領
域
政
府
自
体

の
利
益
が
保
護

さ
れ

て
い
る
。
A
l
b
e
r
t
a
 
M
.
S
B
R
A
G
I
T
A
,
"
T
h
i
n
k
i
n
g

b
o
u
t
t
h
e
E
u
r
o
p
e
a
n
 
f
u
t
u
r
e
E
U
R
O
-
P
O
L
I
T
C
S
p
p
2
8
7
2
8
9

の
,よ
う
な
、
中
央
政
府
と
領
域
政
府
と
の
双
方
が
決
定

に
参
加
す
る
ド
イ

ツ
の
連
邦
制
は

「協
調
的
連
邦
制
K
o
o
p
e
r
a
t
i
v
e
r
 
F
o
d
e
r
a
l
i
s
m
u
s

」
と
よ
ば

れ
て
い
る
。

B
. G

uy 
PE

T
E

R
S, 

"B
ureaucratic 

Politics 
and 

the 
Institutions 

of 
the 

E
uropean 

C
om

m
unity", 

A
lberta 

M
. 

SB
R

A
G

IA
 

ed., 
E

U
R

O
-PO

L
IT

IC
S, 

p.110, 
T

he 
B

rookings 
Institution, 

W
ashington, 

D
.C

., 
1992.

Johan 
PE

T
E

R
SO

N
, 

"Subsidiarity  
: A

 D
efinition 

to Suit A
ny V

ision 
?", Parliam

entary 
A

ffairs, 
V

ol.47, N
o.1, January 

1994.

p.101.

C
O

M
 

(93) 
545 final, 

C
om

m
ission 

R
eport 

to 
the E

uropean 
C

ouncil 
on 

the A
daptation 

of 
C

om
m

unity 
L

egislation 
to 

the

Subsidiarity 
Principle, 

B
russels, 

24 
N

ov. 
1993 

II -1. 
Justification 

included 
in 

legislative 
proposals

A
. 

T
easdale

V
. 

B
ogdonor

A
.L

. 
T

E
A

SD
A

L
E

, 
op. 

cit., 
p.190.

A
. 

SC
O

T
T

, 
J. 

PE
T

E
R

SO
N

, 
D

. 
M

IL
L

E
R

,
 "Subsidiarity 

: A
 'E

urope 
of the R

egions' 
v

. the 
B

ritish 
C

onstitution 
?", Journal 

of C
om

m
on 

M
arket 

Studies, V
ol.32, N

o. 

1, M
arch 

1994.

Ibid„ 
pp.62-63. 

D
onald 

SH
E

L
L

, 
"T

he 
B

ritish 
C

onstitution 
1991-2", Parliam

entary 
A

ffaris, 
V

ol.46, N
o.1, January 

1993. 

P.J.C
. K

A
PT

E
Y

N
, 

"C
om

m
unity 

L
aw

 
and the Principle 

of Subsidiarity", 
R

evue 
des A

ffaires 
E

uropeennes, 
N

o.2, 1991,

p.42. 
K

apteyn

B
undesrat

B
undesrat

general 
pow

er)

(A
lberta 

M
. SB

R
A

G
IT

A
, 

"T
hinking

about 
the E

uropean 
future", 

E
U

R
O

-PO
L

IT
IC

S, 
pp.287-289.)

(K
ooperativer 

Foderalism
us)



(
36
)
縣

公

一
郎

「
E
C
統
合
と
ド
イ
ツ
連
邦
主
義
」
日
本
政
治
学
会
編

『
日
本
政
治
学
会
年
報

E
C
統
合

と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
政
治
』
岩
波
書
店

一
九
九

三
年
所
収
。

(37
)
坪
郷

實

「
E
C
政
治
と
ド
イ
ツ
政
治

の
接
合
」
日
本
政
治
学
会
編

『
日
本
政
治
学
会
年
報

E
C
統
合

と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
政
治
』
岩
波
書
店

一
九
九

三
年
所
収
。

(38
)
坪
郷
、
同
上
論
文
、
p
.
4
6

(39
)
同
上
、
p
p
.
4
4
-
4
5
.

ま
た
、
本
稿
付
記

の
年
表
も
参
考

の
こ
と
。

(40
)
T
R
E
A
T
Y
 
O
N
 
E
U
R
O
P
E
A
N
 
 
U
N
I
O
N
,
 
T
I
T
L
E
 
I
 
A
r
t
i
c
l
e
 
A

O
f
f
i
c
e
 
f
o
r
 
O
f
f
i
c
i
a
l
 
P
u
b
l
i
c
a
t
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
,
 
L
u
x
e
m
b
o
u
r
g

訳

は
筆
者
に
よ
る
。

(
41
)
O
f
f
i
c
i
a
l
 
J
o
u
r
n
a
l
 
L
 
1
3
2
 
/
 
4
9
,
 
2
7
.
 
5
.
 
9
4
.

(42
)
K
e
e
s
 
v
a
n
 
K
E
R
S
B
E
R
G
E
N
 
a
n
d
 
B
e
r
t
j
a
n
 
V
E
R
B
E
E
K
,
 
"
T
h
e
 
P
o
l
i
t
i
c
s
 
o
f
 
S
u
b
s
i
d
i
a
r
i
t
y
 
i
n
 
t
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
U
n
i
o
n
"
,
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f

C
o
m
m
o
n
 
M
a
r
k
e
t
 
S
t
u
d
i
e
s
,
 
V
o
l
.
3
2
,
 
N
o
.
2
,
 
J
u
n
e
 
1
9
9
4
.

(43
)
岩
崎

美
紀
子

「連
邦
主
義
と
連
邦
制
」
『年
報
行
政
研
究

二
七

統
治
機
構
の
諸
相
』
日
本
行
政
学
会

一
九
九
二
年
、
1
4
9

第

Ⅱ
章

サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ

ィ
の
要
請

一

統
合
の
実
態
と
政
策
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化

(
44
)

ω

地
域
政
策

単

一
市
場

の
実
現
に
向
け
て
そ
の
利
点
と
問
題
点
に
焦
点
を
あ
て
た
チ

ェ
ッ
キ
ー

ニ
報
告
、

ス
キ
オ
ッ
パ
報
告
の
二

つ
の
報
告
書
が
提

(
45
)

出
さ
れ
た
が
、
後
者
は
単

一
市
場

に
お
け
る
地
域
間
格
差

の
も
た
ら
す
不
利
益
を
指
摘
し
て
い
た
。
も

っ
と
も
こ
の
格

差
は
、
そ
れ
ま
で

の
三
回

に
わ
た
る
加
盟
国
の
拡
大

で
大
き
く
顕
在
化
し
て
お
り
、
既
に
以
前
か
ら
何
ら
か
の
公
的
な
救
済
措
置
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識



が
広

ま

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
従
来
の
E
C
の
地
域
政
策
を
大
幅
に
改
革
し
た
新
し
い
政
策
が

一
九
八
八
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は

共
同
体
の
統
合
(
c
o
h
e
s
i
o
n
)

を
強
化
し
、
共
同
体

の
構
造
的
施
策
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
五

つ
の
目
標

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
実
施
方
法
と
し
て
加
盟
国
政
府
、
及
び
関
連
の
地
方
自
治
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
E
C

と
の
関
係
に
お
い
て
加
盟
国
政
府
と
地
方
自
治
体
を
交
錯
さ
せ
た
多
層
な
政
策
立
案
を
促
し
、
政
策

の
み
な
ら
ず
作
業
方
法
に
お
い
て
も

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
化
」
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。

改
革
後
の
E
C
地
域
政
策

の
重
点
は
、個
別
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
よ
り
包
括
的
な
国
別
の
地
域
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
と
移
さ
れ
た
が
、

そ
の
実
施
の
た
め
の
原
案
は
各
加
盟
国
政
府
よ
り
提
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
案
形
成
、
予
算
規
模
の
決
定
、
監
視
な

ど
す

べ
て
の
段
階
に
お
い
て
共
同
体

・
政
府

・
自
治
体
三
者

(国
に
よ
っ
て
は
四
者
)
間
の

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
加
盟
国
政
府
の
み
な
ら
ず
自
治
体
に
お
い
て
も
、
政
策
立
案
の
当
初

か
ら
E
C
レ
ベ
ル
で
の
自
組
織
の
位

置
を
意
識
さ
せ
、
ま
た
、
よ
り
多
く
の
予
算
割
当
を
獲
得
す
る
た
め
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
自
治
体
が
準
備
す
る
文
書
に
お
い
て
E
C
地

域
政
策
に
特
有
の
用
語

(例
え
ば

「
o
b
j
e
c
t
i
v
e
 
5
b

ゾ
ー
ン
に
お
け
る
t
y
p
e
 
2

の
住
民
の
恩
恵
の
た
め
に
…
…
」
の
よ
う
な
)
を
多
用
し
、
著
し

く

「
E
C
言
語
」
的
に
な
る
傾
向
を
示
す
様
に
な

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

E

C
の
地
域
政
策

の
予
算
規
模
は
前
述
し
た
改
革
以
後
倍
増
さ
れ
、
各
プ

ロ
グ
ラ
ム

へ
の
援
助

の
上
限
は
そ

の
必
要
資
金
全
体

の
七

五
%

に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
九
1
九
三
年

の
間
に
、
こ
れ
ら
の
予
算
額
が
G
D
P
に
占
め
る
割
合
は
、
国
全
体
が

「後
進
援
助
対

象
地
域
(
O
b
j
e
c
t
i
v
e
 
1
)

」
と
指
定
さ
れ
て
い
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
・五
%
、

二
・

九
%
、
二

・
三
%
で
あ
り
、
そ
の
他

の
加
盟
国
内

で
の
指
定
地
域
に
お
け
る
G
D
P
比
率
は
、
○

・
八
%
か
ら

一
・
七
%

の
間
と
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
を
投
入
さ
れ
た
直
接
投
資
の
割
合
で
見
れ
ば
、
O
b
j
e
c
t
i
v
e
 
1

の
三
ヶ
国
で
は
な
ん
と
順

に
八
%
、

=

%
、
七
%
を
占
め
て

(49
)

い
る
。

こ
の
よ
う
に
E
C
の
地
域
政
策
は
、
対
象
と
さ
れ
る
国
や
地
域
に
よ

っ
て
は
大
き
な
経
済
的
な
意
義
を
持

つ
ば

か
り
で
な
く
、
地
域
政



策
の
実
施
過
程
そ
の
も
の
が
加
盟
国
の
行
政

の
在
り
方
に
も
た
ら
し
て
い
る
変
化
も
大
き
い
。

政
策
実
施
に
際
し
て
頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
関
係
者
会
議

に
お
い
て
は

「パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
原
則
が
実
行
さ
れ
、

サ
ブ

・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な

レ
ベ
ル
の
地
方
自
治
体
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
府
、
お
よ
び
超
国
家
と
し
て
の
E
C
委
員
会

の
三
者
の
要
求
と
利
益

と
が
ひ
と
つ
に
な

る
(
c
o
n
v
e
r
g
e
)

べ
く
調
整
が
図
ら
れ
、
協
力
が
せ
ま
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
は
ま
さ
し
く
政
策

の

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
化
」
を
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
政
府
は
自
国
の
地
域
活
性
化
政
策
を
、
必
要
な
予
算
を
含
め
て
E
C
と
い
う
枠

内
で
考

え
、
各
地
方
自
治
体
は
直
接
投
資
の
呼
び
込
み
を
E
C
と
い
う
域
内
に
お
け
る
位
置
関
係
で
考
案
す
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

こ
の
政
策
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
は
、
後
者
に
お
い
て
は
国
境
を
超
え
て
の
地
域
間
協
力
を
進
展
さ
せ
、
様
々
な
グ
ル
ー
プ
を
組
織
さ
せ
る

に
至

っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
定

の
目
的
に
添

っ
た
地
域
間
協
力
も
促
進
し
て
い
る
。

こ
う

し
た
地
域
間

の
積
極
的
な
協
力
関
係
作
り
の
動
き
と
同
時
に
、
地
方
自
治
体
や
州
、
地
域
の
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
に
お
け
る
事
務
所
の

設
置
な
ど
に
見
ら
れ
る
活
動
の
活
発
化
も
目
を
ひ
き
、

一
九
九
二
年
末

で
ド
イ
ツ
の
州
を
は
じ
め
と
し
て
約
五
〇
の
地

域
代
表
事
務
所
が

置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
政
府

の
地
域

に
対
す
る
相
対
的
な
権
力

の
後
退
、
共
同
体
の
行
政
機
関
で
あ
る
E
C
委
員
会

の
地
域

へ
の
浸

透
と
い
う
側
面
が
明
白

で
あ
る
が
、
ま
た

一
面
で
は
、
実
際
的

・
物
理
的
な
行
政
執
行
能
力
の
関
係
で
、
E
C
予
算
の
地
域

へ
の
配
分
の

仲
介
者

と
し
て
の
政
府
が
、
地
域
・地
方
自
治
体

に
対
し
て
重
要
性
を
増
し
て
い
る
こ
と
も
、
各
国
共
通
の
現
象
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
三
者
三
様

に
従
来

の
権
限
の
変
容
を
き
た
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
変
容
は
、
地
域
政
策
を
立
て
る
に
際
し
て
は
、

も
は
や
特
定
の
対
象
と
な
る
地
域

の
み
、
も
し
く
は
あ
く
ま
で
も
国
内

の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
み
で
は
対
応
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
、

と
い
う
実
情
に
由
来
し
て
い
る
。
E
C

・
政
府

・
地
方
自
治
体
と
い
う
多
層
に
わ
た
る
組
織
が
政
策
の
立
案
、
実
施
に
か
か
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
表
出
す
る
利
益
は
よ
り
複
雑
に
錯
綜
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
れ
に
伴

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限

の
範
囲
も
従
来
の
在
り
方
を
逸
脱
し
、

あ
る
部

分
は
膨
張
し
、
ま
た
あ
る
部
分
は
収
縮
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。



②

適
切
な
行
為
主
体
-
加
盟
国
か
共
同
体
か

地
域
政
策
に
見
ら
れ
る
と
同
様
の
ゆ
ら
ぎ
が
、
単

一
市
場
実
現
を
め
ぐ

っ
て
の

一
連
の
共
同
体
権
限
と
加
盟
国
権
限
に
関
し
て
も
、
指

摘

で
き
る
。

欧

州
裁
判
所
が
E
C
権
限

の
確
立
と
拡
大
に
果
た
し
て
い
る
役
割

の
大
き
さ
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
裁
判
所
が

出

し
た
判
決
の
解
釈
の
仕
方

に
よ

っ
て
、
加
盟
国
側
が
立
法
を
自
制
す
る
こ
と
が
あ
る
。
共
同
体
に
お
け
る
法
の
近
接
化
の
基
本
を
な
し

て

い
る

「相
互
承
認
」
を
引
き
出
し
た
ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
に
関
す
る
判
決
の
よ
う
に
、

モ
ノ
の
自
由
移
動
に
主
眼
を
置
い
た
判
決
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
、
消
費
者
保
護
や
商
品
の
品
質
規
制
の
よ
う
な
、
国
家
の
有
す
る
権
限
そ
の
も
の
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る

か

の
ご
と
く
に
理
解
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
加
盟
国
側
は
当
該
判
決
に
関
連
す
る
分
野
の
法
令
は
す
べ
て
事
細
か

に
E
C
委
員
会
に
よ
り

規
定

さ
れ
る
の
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
た
と
え
ば
、
加
盟
国
独
自
で
執
行
す
る
に
は
国
内
利
害

の
調
整
が
困
難
な
事
態
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
共
同
体
立

法

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
国
内
立
法
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
、
E
C
法
が
国
内
法

に
優
先
す
る
、
と
い
う
定
着
し
た
解
釈
を
加
盟
国
が
う
ま
く
国
内
事
情

の
解
決
に
利
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
単

一
市
場
の
実
現
と
強
く
結
び
付

い
て
い
る
競
争
法

の
実
施
で
は
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
と
は
逆
の
動
き
も
見
る
こ
と

が

で
き
る
。

「合
併

に
関
す
る
E
E
C
規
制
四
〇
六
四
/
八
九
号
」
は
E
C
委
員
会

に
対
し
て
域
内
の
合
併

・買
収
許
認
可
権

を
条
件
付
き
で
付
与
し

て

い
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
①
合
併
し
よ
う
と
す
る
企
業
の
全
世
界
の
売
上
高
が
五
〇
億
E
C
U
以
上
、
②
該
当

企
業
の
う
ち
の

一
社

の

域
内

売
上
高
が
二
億
五
千
万
E
C
U
以
上
、
③
域
内

の
二
ヶ
国
以
上
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ

の

コ
ー
ヒ
ー
販
売
会
社
の
D
o
u
w
e
 
E
g
b
e
r
t
s

と
V
a
n
 
N
e
l
l
e

の
二
社
が
合
併
し
よ
う
と
し
た
時
、
当
時
の
競
争

担
当
委
員
で
あ

っ
た
ブ



リ
タ
ン
は
こ
の
認
可
を
拒
否
す
る
方
針
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
合
併

に
よ

っ
て
こ
の
二
社
で
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
の

コ
ー
ヒ
ー
市
場
の

七
〇
%
が
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
ロ
ー
マ
条
約
E
E
C
八
六
条

(支
配
的
地
位
の
濫
用
の
禁
止
)
に
違
反
す
る
懸
念
が
あ
る
、

(59

)

と
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
関
係
国
オ
ラ
ン
ダ

の
委
員
で
あ

っ
た
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
は
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
市

場
は
共
同
体
全
体

に
と

っ
て
は

「
か
な
り
の
部
分
s
u
b
s
t
a
n
t
i
a
l
 
p
a
r
t

」
を
占
め
て
い
な
い
、
と
し
て
反
対
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
問
題
と
し
て
浮

か
び
上

が

っ
て
き
た
の
は
、委
員
会
が
決
定
を
お
こ
な
う
に
際
し
て
国
益
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
ど
こ
ま
で
中
立

の
立
場
を
貫
け
る
か
、

と
い
う

い
つ
も
な
が
ら
の
論
争
と
共
に
、
条
件

に
合
致
し
て
い
る
と
し
て
機
械
的

に
E
C

レ
ベ
ル
で
の
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
は
た
し

て
実
情

を
反
映
し
た
適
切
な
決
定
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
44
)
こ
こ
で
は

「地
域
」
と

「
地
方
自
治
体
」
の
厳
密
な
区
別

は
つ
け
ず
に
、
共

に
サ
ブ

・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
と
し
て
扱

っ
て
い
る
。

(
45
)
福

田
耕
治

「
E
C
の
地
域
政
策

と
域
内
市
場
統
合
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編

『
政
治
統
合

に
向

か
う
E
C
』
国
際
政
治
第
九
四
号

一
九
九
〇
年
。

(
50
)
幾

つ
か
の
例
と
し
て
、
ω
国
境
地
域

に
よ
る
欧
州
国
境
地
域
協
会
、
ω

山
岳
地
区

に
よ
る
西
ア
ル
プ

ス
地
区
作
業
部
会
、
㈹
周
辺
地
域

に
よ
る
周
辺

海
洋
地
域
会
議

(
R
e
n
n
e
s

に
本
部
)、
㈹

首
都
圏
地
域

に
よ
る
E
C
首
都
圏
連
合
、
㊥

コ
ル
シ
カ
と
サ
ル
デ
ィ

ニ
ア
と
の
間

の
多
数

の
二
者
間
協
定
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
51
)

そ

の
例

と
し

て
は
、

ロ
ー
ヌ

・
ア

ル
プ

地

域

と

バ

ー
デ

ン

・
ヴ

ュ
ル

テ

ン
ブ

ル
グ

州

、

カ

タ

ロ

ニ
ア
州

、

お
よ

び

ロ
ン

バ

ル
デ

ィ

(substantial 
part)

D
avid 

C
O

O
M

B
E

S, 
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urope 
and T

he 
R
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B
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C

R
IC

K
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Identies, 
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ondon, 
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uropean 
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R
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X
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X

X
IIIrd 
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B
russels, 
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Pierre 
M

U
L

L
E

R
, 

"E
ntre 

le L
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et l'E
urope-L

a 
C

rise 
du M

odele 
Francais 

de Politiques 
Publiques", 

R
evue francaise 

de

science 
politique, 

V
ol.42, 

N
o.2, 

A
vril 

1992, 
p.290.

C
O

M
 

(92) 84 final, 
C
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m

unity 
Stuructural 

Policies 
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and 
O

utlook, B
russels, 

18 M
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1992.

(R
ennes

 
R
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L

A
D

R
E

C
H

, 
"E
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: T
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C
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om
m
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M
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Studies, 
V
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o.1, M
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1994, p.84.

(R
hone-A

lpes)



ア
地
方

と
の
間

の
科
学

・
技
術

・
文
化
協
力
協
定

(
一
九
八
六
年
開
始
)
、
T
G
V
の
北
西
部
分

の
五
地
域
が
ま
と
ま

っ
た

二

九
九

一

年

)

な

ど
。

原
資
料
は

(52
)

(53
)

(54
)

(55
)

(56
)

一
般

に

「
デ

ィ
ジ

ョ
ン

の
カ

シ

ス
」

判

例

と

し

て
知

ら

れ

て

い
る

。

(57
)
例
え
ば
、
タ

バ
コ
製
品

の
ラ

ベ
リ
ン
グ

(警
告
文

の
印
刷
)
に
関
す
る
E
E
C
指
令

六
二
二
号
O
J
3
5
9
8
1
2
8
9

は
、
ガ

ン
対
策
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
重
要
な

一
環
と
し
て
タ

バ
コ
製
品

の
ラ

ベ
リ
ン
グ
を
義
務
付
け

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ラ
ベ
リ

ン
グ
そ

の
も
の
を
直
接
の
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
体

の
ガ
ン
対
策
と

い
う

一
般
利

益
の
な

か
に
ラ
ベ
リ

ン
グ
と

い
う
個
別
利
益
を
包
み
込
ん
で
し
ま

い
、

か
つ
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

レ
ベ
ル
で
の

立
法
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

(58
)

(59
)

及
び
改
訂
版
と
し
て

(60
)

「
か
な
り
の
部
分
」
と
み
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
関
係
製
品
市
場
の
性
質
を
含
め
て
、
幾

つ
か
の
要
因

に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
、
あ
る
場
合

に
は
ド
イ

ツ
南
部
が
該
当
し
、
ま
た
あ

る
場
合

に
は
ベ
ル
ギ
ー
全
土
が
該
当
す

る
、
と
さ
れ
、
厳
密

な
基
準
が
欠
如
し

て
い
る
。

『単

一
市
場

に
お
け
る
E
E
C
競
争
政
策
』
I
N
F
O
/

二
五
第

二
版

駐

日
E
C
委
員
会
代
表
部
広
報
部

発
行
年
不
明
p
1
3
。

E
uro-region

Ibid., 
p.84L

e 
M

onde, 
"A

 
la 

recherche 
de 

la 
dim

ension  
europeenne", 

8-9 m
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p.7.

Ibid., pp.83-84 

R
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de l'O
uest", 

R
eveu francaise 

de Science Politique, 
V

ol.43,

N
o.3, juin 

1993, p.467.
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二

要
請

へ
の
背
景
の
醸
成

前
節

で
見
て
き
た
の
は
ほ
ん
の

一
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
例

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
共
同
体

の
存
在
感
と
役
割

と
は
、
単

一
市
場

の
順
調
な
実
現
に
伴

っ
て
確
実

に
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
し
、
加
盟
国

に
お
け
る
政
策
立
案
は
、
共
同
体
と
い
う
枠
を
考
慮
に
入

れ
ず
に
は
現
実
性
を
持
た
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
共
同
体
の
存
在
の
波
及
は
、
単

一
欧
州
議
定
書

に
お
い
て
共
同
体
権
限
が
関
与
す

る
分
野
が
拡
大
し
た
こ
と
と
、
「特
定
多
数
決
」
に
よ
る
決
定
の
範
囲
が
大
幅

に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
と
に
軌
を

一
に
し
て

い
る
の
は
、
新
機

能
主
義

の
主
張
に
か
な

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

同
時

に
、
市
場
統
合
の
成
果
が
現
わ
れ
る
に
従

っ
て
世
論
の
支
持
も
上
昇
し
て
い
き
、

ユ
ー

ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
よ

る
と

一
九
八
八
年

か
ら

一
九
九

一
年

の
間
は

一
貫
し
て
六
〇
%
を
超
え
る
人
々
が
「
単

一
市
場

へ
の
希
望
」
を
表
明
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
期
間
の
「
恐

(
63
)

れ
」
を
表
明
し
て
い
る
人
々
の
割
合
は
二
三
-
二
六
%
の
間
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

一
九
九
二
年
に
行
わ
れ
た
二
回
の
調
査
で
は

「希
望
」
は
五
五
%
か
ら
五

一
%
に
減
少
し
、
「
恐
れ
」
は
二
八
%

か
ら
三
七
%

へ
と
急

増
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
年
に
実
施
さ
れ
た
デ

ン
マ
ー
ク
と
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
投
票
に
よ

っ
て
、
多

く
の
人
々
が
統
合

の
も
た
ら
す

マ
イ
ナ
ス
面

へ
注
意
を
喚
起
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
統
合

へ
の
不
信
の
念

は
、
そ

の
執
行
機
関
で
あ
る
E
C
委
員
会

へ
の
不
信
の
声
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
委
員
会
は
あ
ま
り

に
細
か
い
こ
と
ま

で
法
令

で
規
定
し
過
ぎ
る
、
E
C
官
僚
が
独
断
的
に
法
令
を
押
し
付
け
る
、
な
ど
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
過
剰
な
介

入
、
不
透
明
な
決

定
過
程

、

へ
の
批
判
で
あ
る
。

エ
リ
ー
ト
の
間
で
は
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
い
う
動
き
に
対
し
て
、
初
め
て
上
げ
ら

れ
た

一
般
市
民

の
声
で
も
あ

っ
た
。

大
き
く
な

っ
た
不
信
の
声

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
欧
州
共
同
体
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
統
合

へ
向
け
て
の
歩
調
を
止
め
る
意

志
は
ど

の
加
盟
国
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
市
場
統
合
の
成
功
を
認
識
し
受
容
し
た
う
え
で
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
と
い
う
本
来
の
課
題
を



ど
の
分
野
で
ど
こ
ま
で
進
め
る
か
、
が
問
題
と
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
欧
州
共
同
体
創
設

の
本
来
の
目
的
が
よ
う
や
く
議
題
に
上
り
始

め
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し

か
し
な
が
ら
問
題
は
、
現
在
の
共
同
体
は
創
設
時
と
は
大
き
く
性
格
を
異

に
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
経
済
統
合

の
深
化
に
よ
る
共
同

体

の
膨
張
と
い
う
内
か
ら
発
生
し
た
変
化
と
合
わ
せ
て
、
外
か
ら
の
変
化
に
よ

っ
て
も
共
同
体

の
性
格
そ
の
も
の
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。

一
九

八
九
年
以
来
の
世
界
情
勢
の
変
化
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
大
き
な
変
動
で
あ
り
、
当
然
、
欧
州
共
同
体

(E
C
)
も
そ
の
変

動
の
渦
中
に
あ
る
。
そ
れ
は
N
A
T
O
か
E
C
か
、
と
い
う
二
者
択

一
、
も
し
く
は
役
割
分
担

の
意
義
を
極
度
に
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、

ひ
い
て
は
組
織
の
期
待
さ
れ
る
役
割
そ
の
も
の
を
変
え
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も

っ
て
共
同
体
を
包
み
込
ん
で

い
る
。

こ
の
よ
う
な
共
同
体

の
内
外
に
お
け
る
情
勢
は
、
と
も
に
共
同
体
が
こ
れ
ま
で
の
歴
史
で
経
験
し
て
い
な
い
大

き
な
変
化
で
あ
る
。

欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

(E
C
S
C
)
に
始
ま
る
共
同
体

の
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
経
済
的
共
同
体
と
し
て
の
成
果
は
着
実
に

(
65
)

あ
が
り
、
国
家
権
力
の
挑
戦
を
受
け
る
出
来
事
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
六
八
年

に
は
当
初
の
予
定
よ

り
も
早
く
に
関
税
同
盟

を
達
成
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
二
度

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
的
な
経
済
情
勢
の
不
安
定

に
う
ま
く
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
共
同
体
加
盟
国
に
お
い
て
欧
州
政
治
協
力

(E
P
C
)
の
よ
う
な
国
家
間
調
整
が
多
用
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

対
外
的
に
は

一
九
七
三
年
と

一
九
八
〇
年
の
二
度

に
わ
た
る
加
盟
国
拡
大
や
、
通
商
問
題
に
お
け
る
共
同
体

の

一
括
交
渉
権
の
確
立
、
多

数
の
協
力
協
定
の
締
結
な
ど
の
発
展
が
見
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
内
的
に
は
超
国
家
性

の
進
展
は
な
く
、
長

い
停
滞
の
様
相
を
示

す
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な

《
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
硬
化
症
(
E
u
r
o
-
s
c
l
e
r
o
s
i
s
)

》
に
危
機
感
を
抱

い
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
達

に
よ
る
技
術
革

新
や
競
争
力
強
化
の
必
要

へ
の
認
識
が
う
ま
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済

の
立
て
直
し

へ
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
と
ら

れ
、
そ
の
動
き
を
う
ま

(
66
)

く
政
策
と
し
て
汲
み
上
げ
、
軌
道
に
乗
せ
た
の
が
ド

ロ
ー
ル
で
あ
り
、
単

一
欧
州
議
定
書
で
あ

っ
た
。
そ
の
効
果

の
大
き
さ
は
長

い
停
滞

期
の
後
で
あ

っ
た
だ
け
に
瞠
目
さ
れ
、
《
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
砦
(
F
o
r
t
r
e
s
s
 
o
f
 
E
u
r
o
p
e
)

と
し
て
地
域
的
保
護
主
義
の
強
化
か
、
と
脅
威



さ

え

抱

か

せ

る

ほ

ど

の
も

の

で
あ

っ
た

。

(67
)

共
同
体
は
そ
の
史
実

に
お
い
て
、
国
家
利
益

の
最
小
公
倍
数
と
し
て
の
調
整
を
図

っ
て
合
意
を
形
成
し
、
そ
の
な
か
で
国
家
が
有
益
と

(68
)

認
識
し
た
分
野
に
お
い
て
権
限
が
共
同
体

へ
委
譲
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程

に
お

い
て
a
c
q
u
i
s
 
c
o
m
m
u
n
a
u
t
a
i
r
e

は
形
成
さ
れ
て

い
っ
た

と
い
え
る
が
、
そ
こ
で
の
共
同
体
か
ら
加
盟
国

へ
積
極
的
な
政
策
形
成
、
合
意
形
成

へ
の
働
き
か
け
は
非
常
に
弱
い
も
の
で
あ

っ

た
、
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
大
き
く
変
え
た
の
が
単

一
議
定
書

に
よ
る
単

一
市
場

へ
向
け
て
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
り
、
こ
こ
に
お

い
て
共
同
体
そ
の
も
の
が
政
策
の
牽
引
者

へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
内
な
る
変
容
は
、
共
同
体

の
行
政
機
関
で
あ
る
委
員

会
(
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

の
権
限
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
共
同
体
発
足
当
初
は
予
見
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
様
々
な
場
面
に
、

委
員
会
の
存
在
が

(
69
)

顕
在
化

す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
は
前
章
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
同
時

に
、
G
A
T
T
に
お
け
る
対
外
交
渉
主
体
と
し
て
、
も
し
く
は
G

(
70

)

7
首
脳
会
議

へ
の
出
席
な
ど
の
共
同
体
の
存
在
は
、
そ
の
対
外
的
な
機
能
が
確
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

だ
か
ら

こ
そ
、
旧

ユ
ー
ゴ
内
戦
の
調
停
失
敗
は
共
同
体

へ
の
批
判
と
失
望
を
呼
ん
だ
、
と
も

い
え
る
。

こ
う

し
た
共
同
体

の
顕
在
化
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
に
伴
う
権
限
の
行
使
が
、
加
盟
国
政
府
の
従
来
の
国
家

権
限
と
の
調
整
を

必
要
と
す
る
場
面
を
数
多
く
出
現
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
も
は
や

エ
リ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、

一
般
市

民
の
目

に
も
明
ら
か
な
存
在
と
な

っ
た
共
同
体

の
在
り
方

に

一
定
の
説
明
を
要
求
し
た
の
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
第

一
回
国
民
投
票

の
結
果

で
あ

っ
た
、
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
規
範
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
」
を

浮
上
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
61
)
U
l
r
i
c
h
 
E
V
E
R
L
I
N
G
,
 
"
R
e
f
l
e
c
t
i
o
n
s
 
o
n
 
t
h
e
 
S
t
r
u
c
t
u
r
e
 
o
f
 
t
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
U
n
i
o
n
,
 
C
o
m
m
o
n
 
M
a
r
k
e
t
 
L
a
w
 
 
R
e
v
i
e
w
,
 
N
o
.
2
9
,
 
1
9
9
2
.
 

(62

)
R
.
 
L
A
D
R
E
C
H
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
p
.
7
1
.
 

W
a
y
n
e
 
S
A
N
D
H
O
L
T
Z
,
 
"
C
h
o
o
s
i
n
g
 
u
n
i
o
n
 
:
 
m
o
n
e
t
a
r
y
 
p
o
l
i
t
i
c
s
 
a
n
d
 
M
a
a
s
t
r
i
c
h
t
"
,
 
I
n
t
e
r
a
t
i
o
n
a
l
 
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
,
 
V
o
l
.
4
7
,
 
N
o
t
.
1



W
i
n
t
e
r
 
1
9
9
3
,
 
p
.
3
.

前
者
は
、
E
C
政
治

の
含
意
は
深
い
の
で
国
内
政
策
は
多
面
的
環
境

に
お

い
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
し
、
後
者

は
、
E
C
加
盟
国
は
で
き
る
だ
け
多

く
の
国
益
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
が
そ
の
国
益
は
E
C
の
文
脈
に
お
い
て
形
成

さ
れ
る
、
と
す
る
。

(63
)
E
U
R
O
B
A
R
O
M
E
T
E
R
 
 
4
0
,
 
f
i
g
u
r
e
 
3
.
8
.

こ
の
調
査

に
先
立

つ

一
九
七
三
年
か
ら

一
九
八
九
年

ま
で
の
期
間

に

つ
い
て
、
統
合

へ
の
支
持
を

ユ
ー

ロ
バ

ロ
メ
ー
タ
や
そ
の
他
の
デ
ー
タ
を
も

と

に
独
自

に
変
数
を
定
義

し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
六

ヶ
国

の
う

ち
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
を
除

い
た
五

ヶ
国
と

一
九
七
三
年

に
加

盟
し
た
三
ヶ
国

と
の
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
で
の
支
持
率

の
変
化
を
求
め
た
も
の
が
R
.
C
.
 
E
I
C
H
E
N
G
E
R
 
a
n
d
 
R
.
J
.
 
D
A
L
T
O
N
,
 
"
E
u
r
o
p
e
a
n
s
 
a
n
d
 
t
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 
:

t
h
e
 
d
y
n
a
m
i
c
s
 
o
f
 
p
u
b
l
i
c
 
s
u
p
p
o
r
t
 
f
o
r
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
i
n
t
e
g
r
a
t
i
o
n
"
,
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
,
 
V
o
l
.
4
7
,
 
N
o
.
4
,
 
A
u
t
u
m
n
 
1
9
9
3
,
 
p
.
5
1
9
,

f
i
g
u
r
e
 
3

で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
単

一
議
定
書
が
批
准
さ
れ
た

一
九
八
六
年
以
降
の
、
特

に
新
規
加
盟
国
グ

ル
ー
プ

に
お
け
る
支
持

の
上
昇
が
顕

著

で
あ
る
。

(64
)
F
i
n
a
n
c
i
a
l
 
T
i
m
e
s
,
 
M
o
n
d
a
y
,
 
1
2
 
O
c
t
o
b
e
r
 
1
9
9
2
.
 
"
P
a
n
d
o
r
a
'
s
 
b
o
x
 
o
r
 
a
 
p
a
n
a
c
e
a
"

の
記
事
で
D
a
v
i
d
 
G
a
r
d
n
e
r

は
、
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は

エ
リ
ー
ト
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
始
ま
り
、
政
策
決
定
者
を
説
得
し
さ
え
す
れ
ば
良

い
と
信
じ
ら
れ

て
き
た
が
、
も
は
や
そ
の
様
な
善
意

の
専
制
主
義

(
b
e
n
i
g
n
 
d
e
s
p
o
t
i
s
m
)

は
終

わ

っ
た
。
」
と
い
う
自
戒

を
込
め
た
ド

ロ
ー
ル
の
談
話
を
紹
介
し
て

い
る
。

(65
)

い
わ
ゆ
る

「
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク

の
妥
協
」

へ
至

っ
た
フ
ラ

ン
ス
に
よ
る
半
年
間

の
審
議
欠
席
。

(66
)
W
a
y
n
e
 
S
A
N
D
H
O
L
T
Z
 
a
n
d
 
J
o
h
n
 
Z
Y
S
M
A
N
,
 
"
R
e
c
a
s
t
i
n
g
 
t
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
B
a
r
g
a
i
n
"
,
 
W
o
r
l
d
 
P
o
l
i
t
i
c
s
,
 
V
o
l
 
X
L
I
I
,
 
N
o
.
1
,
 
O
c
t
o
b
e
r

1
9
8
9
.

(67
)
政
府
間
主
義

の
代
表
的
な
も

の
と
し
て
、
例
え
ば
A
n
d
r
e
w
 
M
O
R
A
V
C
S
I
K
,
 
"
N
e
g
o
t
i
a
t
i
n
g
 
t
h
e
 
S
i
n
g
l
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
A
c
t
"
,
 
R
.
O
.
 
K
E
O
-

H
A
N
E
 
&
 
S
.
 
H
O
F
M
A
N
N
 
e
d
s
.
,
 
T
h
e
 
N
e
w
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 
:
 
D
e
c
i
s
i
o
n
 
m
a
k
i
n
g
 
a
n
d
 
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
a
l
 
C
h
a
n
g
e
,
 
W
e
s
t
v
i
e
w
 
P
r
e
s
s
,
 

1
9
9
1
.

(68
)
統
合
が

い
か
に
国
益
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
か
を
説
得
的

に
論
説

し
て
い
る
代
表
作
と
し
て
、
A
l
a
n
 
S
.
 
M
I
L
W
A
R
D
,
 
T
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
R
e
s
c
u
e

o
f
 
t
h
e
 
N
a
t
i
o
n
-
S
t
a
t
e
,
 
R
o
u
t
l
e
d
g
e
,
 
L
o
n
d
o
n
,
 
1
9
9
4
.

(69
)
世
界
貿
易
機
構

(W
T
O
)
設
立
協
定
締
結
権

に
つ
い
て
の
欧
州
裁
判
所
意
見

に
お
い
て
、
同
裁
判
所
は
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
と
知
的
所
有
権
貿
易

に
関

連
し
た
協
定

の
締
結
権
は
E
C
と
加
盟
国
の
共
同
権
限

に
属
す
る
が
、

モ
ノ
の
貿
易

に
関
す
る
協
定
は
E
C
が
全
面
的
に
締
結
権
を
有

す
る
と
判
断
し

た
。O
p
i
n
i
o
n
 
1
 
/
 
9
4
,
 
1
5
 
N
o
v
e
m
b
e
r
 
1
9
9
4
,
 
O
J
 
C
 
3
8
6
 
/
 
1
.



(70
)
G
7
首
脳
会
議

に
お
け
る
欧
州
連
合

の
地
位

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う

に
言
え
る
。

①

G

7
参
加
国

で
あ
る
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ

ス
の
首
脳

は
、
E
U
加
盟
国

か
ら
E
U

へ
権
限
が
移
譲
さ
れ
て
い
る
共
同
体
政

策
事
項

(即
ち
排
他
的
権
限
分
野
、
た
と
え
ば
通
商
政
策
)

に
関
し
て
は
、
国
際
的
発
言
権

を
E
U

一
連
の
条
約
上
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。

②

①

の
政
策
領
域

は
共
同
体

の
代
表
者
が
国
際
的
発
言
権
を
有
し
て
お
り
、
欧
州
委
員
会
委
員
長
が
G
7
首
脳
会
議
に
出
席
し
て
発
言
す

る
こ
と

と
な

る
。

③

従
来

の
E
P
C
事
項
で
今

日
の
C
S
F
P

(共
通
外
交
安
全
保
障
政
策
)
事
項

は
、
共
同
体
事
項
で
は
な
く
、
政
府
間
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

欧
州
理
事
会
の
議
長
国
が
加

盟
国
を
代
表
す
る
。
従

っ
て
、
G
7
首
脳
会
議
開
催
時

の
E
U
議
長
国
が
①
に
挙
げ
た

い
ず

れ
の
国
で
も
な

い
場
合

は
、
議
長
国
首
脳
が
欧
州
委
員
会
委
員
長
と
共

に
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
件

に
関
し
て
は
、
駐
日
欧
州
委
員
会
代
表
部

の
高
橋
甫
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
頂

い
た
。
謝
辞
を
記
し
た
い
。

(71
)
梶
田

孝
道

『統
合

と
分
裂

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ー

E
C

・
国
家

・
民
族
ー

』
岩
波
書
店

一
九
九
三
年

梶
田
は
「
…
…
E
C
統
合

は
も
は
や
規
定

の
事
実

で
あ

っ
て
、
問
題

は
、
進
行
す
る
E
C
統
合
と
国
家
主
権
を

い
か
に
調
和

さ
せ
る
か
と

い
う
点

に
集

中
し

て
い
る
。
」

(
p
2
。
)
と
述

べ
、

フ
レ
キ
シ
ブ

ル

・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
要
請

と
、
超
国
家

・
国
家

・
地
域
の

「三
空
間
併
存

モ
デ

ル
」
を
提
案
す

る
。

一一一

な

ぜ

サ

ブ

シ

デ

ィ

ア
リ

テ

ィ
か

第

Ｉ
章

に

お

い

て

サ
ブ

シ
デ

ィ

ア

リ

テ

ィ
議

論

の
主

要

な

側

面

を

検

討

す

る

こ

と

に

よ

り

、

そ

の
概

念

の
把

握

を

試

み

た
。

そ

し

て
、

当

初

は
、

自

己

達

成

と

い
う

私

的

領

域

に

お

け

る

事

柄

と

そ

れ

を

実

現

さ

せ

る

こ

と

へ
の
公

的

領

域

の
責

任

、

と

い
う

社

会

モ
デ

ル

に

基

づ

い

た
共

同

体

・
国

家

・
地

方

の
多

層

な

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

を

想

定

し

、

そ

こ

で

の
責

任

遂

行

の
規

範

と

し

て
言

及

さ

れ

て

い
た

も

の
が

、

マ
ー

ス
ト

リ

ヒ

ト

条

約

を

め

ぐ

る
第

一
回

デ

ン

マ
ー

ク

国

民

投

票

に
よ

る
否

決

、

続

い
て

の

フ

ラ

ン

ス
国

民

投

票

の
き

わ

ど

い
承

認

を

境

に

し

て
、

そ

れ

ら

の
結

果

を

通

し

て

明

ら

か

に

さ

れ

た

共

同

体

、

特

に

E

C

委

員

会

へ
の
不

信

を

押

さ

え

こ

み
、

共

同

体

に

よ

る

行

為

の

正

当

性

を

説

得

す

る

た

め

の
デ

ウ

ス

・

エ
ク

ス

・
マ
キ

ナ

の
ご

と

く

に
使

用

さ

れ

る

よ

う

に
な

っ
て

き

た

、

と

い
う

こ

と

を
確

認

し

た
。



し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
そ
こ
で
他
の
規
範

で
は
な
く

「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

E
C
委
員
会
の
説
明
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
概
念
は
こ
と
さ
ら
新
し
い
も
の
で
は
な
く
、
E
C
S
C
設
立
条
約
第

五
条

に
お
い
て
萌
芽
的

に
、
ロ
ー
マ
条
約
に
お
い
て
黙
示
的
に
、
そ
し
て
単

一
議
定
書
に
お
い
て
一
三
〇

r
条
で
明
示
的
に
存
在
し
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、

一
九
七
五
年

の

『
テ
ィ
ン
デ

マ
ン
ス
報
告
書
』

に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
を
進
め
る
基
本
的
ア
プ

ロ
ー
チ

と
し
て
、
表
明
さ
れ
て

い
る
考
え
方
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
同
報
告
書
そ
の
も
の
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
共
同
体
の
権
限
範
囲
に
限

っ
て
も
積
極
的
に
討
議

の
対
象

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
さ
え
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、
ス
ピ
ネ
ッ
リ
主
導

に
よ
り
提
出
さ
れ
た

一
九
八
四
年

の
欧
州
議
会

の

『欧
州

同
盟
創
設
包
括
条
約
案
』
、
い
わ
ゆ
る

「連
合
条
約
草
案
」
に
P
r
i
n
c
i
p
l
e
 
o
f
 
S
u
b
s
i
d
i
a
r
i
t
y
'
と

し
て
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
周
知

の
事
実
で

あ

る
が
、
こ
の
草
案
も
活
発
な
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

E
C
委
員
会
委
員
長
ド

ロ
ー
ル
が
、
初
め
て
公
式
の
場
で
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
イ
の
語
を
使
用
し
た
ド
イ
ツ
連
邦
各
州
首
相
と
の
会
合

に
お
い
て
は
、
進
展
し

つ
つ
あ

っ
た
単

一
市
場
実
現
過
程

に
お
い
て
の
、
州
の
要
求
に
応
え
て
自
治
権
の
尊
重
を
確
認
す
る
意
味
合

い
が

大

き
か

っ
た
が
、
同
時
期
の
共
同
体
全
域

に
目
を
移
せ
ば
、

一
九
八
八
年
と
い
う
年
は
単

一
欧
州
議
定
書
が
順
調

に
実
行
さ
れ
、
三
〇
〇

ほ
ど
の
単

一
市
場
関
連

の
E
C
派
生
法
が
、
加
盟
国
に
お
い
て
国
内
法
化
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
時
期
で
あ
る
。
E
C

に
お
け
る
立
法

の
提
案

権
を
有
す
る
の
は
委
員
会
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
実
施
状
況
を
監
視
す
る
の
も
委
員
会
の
役
目
で
あ
る
。
単

一
欧
州
議
定
書
の
実
施
以
来
、

委
員
会

の
仕
事
の
量
と
影
響
力
が
格
段
に
増
加
し
た
こ
と
は
容
易

に
想
像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
の
ド
ロ
ー
ル
の
、
「
こ

の
十
年
以
内
に
は
、
現
在
加
盟
国
政
府
で
な
さ
れ
て
い
る
決
定
の
八
〇
%
が
共
同
体
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
の
発

言

が
と
び
出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
発
言
に
敏
感
に
反
応
し
た
の
が
サ
ッ
チ
ャ
ー
で
あ
り
、
ヨ
～
ロ
ッ
パ
が

ひ
と
つ
に
な

っ
て
問
題

に
対
処
す
る
必
要
を
認
め

つ
つ
も
、
そ
れ
は
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
で
集
中
的
に
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
、
と
し
て

「我
々
は
イ
ギ
リ

ス
の
国
境
線
を
う
ま
く
押
し
返
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ス
ー
パ
ー

・
ス
テ
イ
ト
に
よ

っ
て
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
か
ら
の
新
し
い



支
配
と
共

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
レ
ベ
ル
で
の
国
境
線
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
、
共
同
体

の
権
限

が
国
家
権
限
を
侵
食
す
る
こ
と
に
強
い
反
発
を
示
し
た
。
ド

ロ
ー
ル
が

「連
邦
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
に
お
け
る
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
を
具

体
的
に
発
論
す
る
き

っ
か
け
が
こ
こ
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
時
を
移
し
て
の
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
論
争
の
不
在
と
発
露
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
さ
し

く
共
同
体

の
発
展
の
現
状
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
E
C
の
役
割
が
ど
こ
ま
で
自
明
の
も
の
と
な

っ
て
い
た
の
か
、
E
C
の
権
限
が
加
盟

国
政
府

の
権
限
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど
の

「存
在
感
」
を
与
え
て
い
た
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
よ
り
具
体
的

に
は
、

一
九
八
八
年

の
時
点

で
、
既
に
サ
ッ
チ

ャ
ー
に
警
戒
心
を
抱
か
せ
る
だ
け
の
現
実
が
進
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、

一
九
九
二
年

に
い
た

っ
て
は
、
E
C
の
存
在
も
し
く
は
そ
の
権
限
の
行
使
は
、
よ
り
大
き
な
現
実
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ

へ
き
て
、
そ
れ
ま
で
は
エ
リ
ー
ト
主
導
で
す
す
め
ら
れ
て
き
た
統
合
が
、
よ
う
や
く
、
よ
り
様
々
な
集
団
や
市
民

の
、
条
文

の
上
だ

け
で
は
な
い
参
加
を
も
た
ら
す
ほ
ど
に
、
加
盟
国
国
内

に
お
い
て
認
識
さ
れ
う
る
状
況
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
市
場

統
合
を
目
指
し
た
委
員
会
の
規
制
の
影
響
は
、
経
済
の
分
野
を
は
る
か
に
逸
脱
し
て
、
社
会
生
活
ま
で
波
及
し
て
き
て

い
る
、
と
い
う
現

実
が
う
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
化
」
の
浸
透
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態

に
あ

っ
て
、
先
ず
は
現
状
を
整
理
し
、
共
同
体
抜
き
で
は
語
れ
な
く
な

っ
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
今
日
と
明
日
を
世

論
の
納

得
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
説
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
内
か
ら
の
変
化
に
対
し
て
は
E
C
委
員
会
の

行
為
も
正
当
化
で
き
、
加
盟
国
の
権
限
も
尊
重
す
る
と
い
う
離
れ
業
を
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
し
、
外
か
ら
の
変
化

に
対
し

て
は
共
同
体
の
将
来
像
を
あ
る
程
度
予
見
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
、
と
言
え
る
。
こ
う
し
て
、
当
初
は
ド

ロ
ー
ル
に
よ

っ
て
「理

想
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
実
現
の
た
め
の
、
個
人
の
生
活

(私
的
領
域
)

へ
の
社
会

(公
的
領
域
)
の

「介
入
」
の
責
任

の
理
念
と
し
て
援
用

さ
れ
、
そ
の
後

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
に
際
し
て
は
、
E
C
権
限
の
必
要
最
小
限
の
介
入
の
理
念
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た

「サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
の
原
則
」
が
、
前
面

に
押
し
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。



・
政
治
文
化
的
前
提

前
者

に
お
い
て
は
明
日

へ
の
視
点
、
後
者

に
お
い
て
は
今
日

へ
の
視
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
ど
ち
ら

に
も
共
通
し
て
い
る
規

範
は

「介
入
」
を
受
け
る
側
の

「自
律
」
で
あ
る
。
即
ち
、
ド

ロ
ー
ル
に
よ
る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
モ
デ

ル
」

に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も

自
由

な
個
人
が
自
己
達
成
を
試
み
る
の
で
あ
り
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
お
い
て
は
、
あ
る
目
標
が
ま
ず
達
成

さ
れ
る
べ
き
レ
ベ
ル
は

自
律
的
単
位
で
あ
る
加
盟
国
で
あ
る
。
こ
の
自
律
的
集
団
か
ら
成
る
社
会
と
い
う
伝
統
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
近
代
国
家
の
成
立

以
前

か
ら
教
会
や
ギ

ル
ド
な
ど
の
職
業
集
団
に
見
出
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
精
神
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
ま
で
湖
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
に
お
け
る
古
代
ギ
リ
シ
ャ
都
市
国
家
は
、
各

々
が
特
定

の
役
割
を
果
た
す
集
団
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
集
団

は
他
の
集
団
に
包
み
込

ま
れ
る
よ
う
な
結
び
付
き
を
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
形
態
の
意
義

と
は
、
個
人
も
し
く
は
単

一
の
集
団
に
お
い
て
は
、
そ
れ
自
体

の
活

動
範
囲
内
に
お
い
て
生
き
残
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
総
合
的
な
充
足
に
は
至
ら
ず
、
そ
れ
は
社
会
全
体
の
中

に
組
み
込
ま
れ
る
こ

と
で
初
め
て
得
ら
れ
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
都
市
国
家
と
は
、
単
に
不
足
し
て
い
る
も
の
を
補
充
す
る
と
い
う
功
利
的
結
び
付

き
で
は
な
く
、
個
人
が
個
別
に
は
獲
得
で
き
な
い
安
全
や
繁
栄
な
ど
を

一
緒
に
ま
と
ま
る
こ
と
で
獲
得
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
「共

通
善
(
b
i
e
n
 
c
o
m
m
u
n
)

と
い
う
概
念
が
う
ま
れ
、
そ
れ
は
「個
別
善
(
b
i
e
n
 
p
a
r
t
i
c
u
l
i
e
r
)

」
を
超
え
て
「完
全
な
る
生
(
v
i
e
 
p
a
r
f
a
i
t
e
)

」

を
も

た
ら
す
、
と
い
う
。
そ
こ
に
お
い
て
、
も
し
、
政
治
力
が
市
民
生
活
を
含
む
全
体
を
指
揮
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
専
制
で
あ

り
、
市
民
は
奴
隷
状
態
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
個
人
や
単

一
集
団
の
自
律
を
尊
重
す
る
重
要
性
が
あ

る
。

異

な
る
役
割
を
有
す
る
自
立
的
集
団
、
も
し
く
は
組
織
が
存
在
と
し
て
調
和
す
る
と

い
う
世
界
観
は
、
ト

マ
ス

・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
継
承

さ
れ
、
同
様

の
流
れ
が
ド

ロ
ー
ル
の
援
用
し
た
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
考
え
方
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
お
い
て
は
、

サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
は
概
念
と
し
て
は
何
ら
馴
染
み
の
無

い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
が
容
易
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
精
神
的
基
盤

が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。



・
分
裂
さ
せ
な

い
技
術

と
は

い
え
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
抽
象
的
な
、
混
乱
を
招
き
や
す

い
概
念
が
、
統
合
と
い
う
定
ま

っ
た
方
向

へ
の
動

き
を
維
持
す
る
た

め
に
用

い
ら
れ
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

行
き
着
く
先
が
不
明
な
、
過
渡
期
の
状
態

に
あ
る
組
織

に
お
い
て
は
、
様
々
に
異
な

っ
た
動
機
付
け
を
持

つ
ア
ク
タ
ー
た
ち
を

(実
施

の
た
め
の
)
技
術
的
な
議
論
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
と
り
あ
え
ず
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識

が
あ
り
、
サ
ブ
シ

デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
議
論
も
そ
の
二
通
り
の
解
釈
の
違

い
を
先
ず
は
封
じ
込
め
て
、
委
員
会

に
よ

っ
て
準
備
さ
れ
た
適
用
に
つ
い
て

の
基
準

に
議
論
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
当
面

の
共
通
し
た
作
業
場
が
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念
は
、
そ
の
意
味

の
内
在
的
両
義
性
の
故
に
ひ
と
つ
の
表
現
を
と

っ
て
い
て
も

コ
ロ
ラ
リ
ー
が
容
易

に
可
能

で
あ
る
。
E
C
を
織
り
込
ん
で
権
限
の
配
分
関
係
が
錯
綜
し
た
状
況
に
な

っ
て
い
る
今
日
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
政
治
社
会

に
お
い
て
、

一
定

の
方
向

を
固
定
化
す
る
こ
と
は
む
し
ろ
、
異
な

っ
た
利
益
と
考
え
を
持

っ
て
関
与
し
て
い
る
ア
ク
タ
ー
達
の
拡
散
を
招

き
か
ね
な
い
。
「連

邦
」
と
い
う
明
確

に
ひ
と
つ
の
姿
を
表
わ
す
用
語
を
避
け
て
、
中
央
組
織
と
構
成
単
位
組
織
そ
れ
ぞ
れ
の
自
律
性
を
基
礎

に
お
く
、
「市
民

に
可
能

な
限
り
近
く
で
の
決
定
」
と
い
う
、
解
釈
の
幅
を
大
き
く
と

っ
た
表
現
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
は
、
賢
明
な
こ
と
で
あ

っ
た
と
言

え
よ
う
。

・
委
員
会

の
事
情

例
外

と
し
て
の
共
同
体
権
限
の
執
行
を

《
統
制
す
る
》
規
範
と
い
う
サ
ブ

シ
デ
イ
ア
リ
テ
ィ
の
意
味
付
け
は
、
過
度

の
中
央
集
権
を
排

除
す
る

の
み
な
ら
ず
、
E
C
委
員
会

に
と

っ
て
は
む
し
ろ
好
都
合
と
も
言
え
る
、
よ
り
実
際
的
な
意
味
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
ひ
と
つ
に
は
、
「市
民
に
可
能
な
限
り
近
く
」
と
い
う
規
範
の
要
求

に
よ

っ
て
、
E
C
委
員
会
は
多
く
の
煩
雑
な
分
野
を
政
府

レ
ベ



ル
な
り
地
域

レ
ベ
ル
な
り

へ
押
し
戻
す
こ
と
が
で
き
、
同
時
に

「規
模
」
と

「
効
果
」

の
要
求
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
レ
ベ
ル
で
の
作
業

の
必
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
、
競
争
法
の
運
用

に
関
し
て
は
、
Ｉ
ー
二
で
見
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
以
後
、
ブ
リ
タ
ン

の
説

明
は
、
領
域
的
規
模
の
観
点
か
ら
E
C
の
介
入
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ

り
、

ケ
ー
ス

・
バ
イ

・
ケ
ー
ス
の
柔
軟
な
対
応
が
可
能

で
あ
る
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。

そ

の

一
方
で
、
E
C
委
員
会

の
現
実
的
資
源
不
足
か
ら
く
る
過
剰
負
担
と
い
う
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ

の
概
念
は
有
用
で
あ
ろ
う
。

(82
)

(83

)

委

員
会
の
職
員
は
約

一
万
五
千
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の

一
割
は
言
語
専
門
職

で
あ
る
。
こ
の
数
を
域
内
三
億
七
千
万
人
と

い
う
人
口
と
対
比
し
て
、
例
え
ば
、
地
方
自
治
体
の
職
員
の
数
と
人
口
を
対
比
し
た
場
合
と
に
比
較
す
る
と

い
う
時

と
し
て
見
ら
れ
る
議

論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
役
割
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
し
た
る
意
味
を
見
出
し
に
く
い
が
、

単

】
議
定
書
発
効
以

降
に

お
い
て
委
員
会
の
仕
事
量
が
格
段

に
増
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
反
発
を
呼
ん
だ
ド
ロ
ー
ル
の
発
言
や
、
加
盟
国
国
内

法

に
代
わ

っ
て
共
同
体
立
法
が
好
ま
れ
た
事
情
な
ど
か
ら
も
容
易

に
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
人
的
資

源
に
お
い
て
、
権
限

分
野

の
む
や
み
な
拡
大
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
得
な

い
。
む
し
ろ
、
「や
り
が
い
の
あ
る
」分
野
を
取
捨
選
択

す
る
こ
と
を
好
む
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、
人
的
資
源
に
加
え
て
、
財
政
的
資
源
の
制
限
も
大
き
い
。

E
C
予
算
は

一
九
八
八
年
の
財
政
改
革

に
よ

っ
て
新
財
源
を
確
保
し
、
か
つ
、
対
域
内
G
N
P
の
財
源
枠
を
拡

大
し
た
も
の
の
、
そ
の

比
率

は

一
九
九
三
年
実
績
で
も

一
九
九
四
年
予
測
で
も
共
に

一
・
二
%
に
す
ぎ
な
い

二

九
九
三
年
実
績
、
六
九
〇
億
五
八
〇
〇
万
E
C
U
、

一
九
九
四
年
予
算
、
七
三

一
億
六
七
〇
〇
万
E
C
U
)
。
共
通
農
業
政
策

二

九
九
三
年
実
績
で
全
予
算
の
約
五
〇
%
)
や
地
域
政
策

(同
三
三
%
)

の
よ
う
な
大
き
な
配
分
分
野
で
は
直
接

の
補
助
金
以
外
が
、
消
費
者
保
護

(同

一
%
)
の
よ
う
な
わ
ず
か
な
配
分
の
分

野
で
は
そ
の
支
出
の

使
途

は
ほ
と
ん
ど
が
、
加
盟
国
と
の
調
整
業
務
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
E
U
の
枠
組

み
に
関
す
る
費
用
は
共
同
体
が
受
け
持
ち
、



行
政
の
実
際
上
の
執
行

の
部
分
は
各
加
盟
国
、
も
し
く
は
当
事
者
が
負
担
す
る
し
く
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
業
務
の
分
担
が
前
提
と
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
成
立
し
得
な
い
構
造
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
共
同
体

の
政
治

の
現
実
は
、
加
盟
国
の
国
内
政
治
の
末
端
部
分
ま
で
包
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
様

な
実
態

に
あ

っ
て
は
、
分
野
毎
に
行
使
さ
れ
る
権
限
の
交
通
整
理
が
必
要
と
な
り
、
国
家
を
超
え
た
視
点
で
全
体

(共
同
体
)
と
部
分

の
関

係
を
考
慮
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
こ
で
の
関
係
は
垂
直
的
の
み
な
ら
ず
、
水
平
的
に
も
存
在
す
る
。

こ
こ
に
、

公
権
限
適
用
の
よ

り
適
切

な
レ
ベ
ル
を
確
定
さ
せ
る
要
求
が
発
生
し
、
適
切
な
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
、
そ
の
必
要
を
満
た
す
こ
と
に
よ

っ
て
正
統
性
も
付
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
E
C
委
員
会

の
主
張
す
る
「権
限
の
行
使
を
統
制
す
る
政
治
的
概
念
」
と
し
て
の
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ

は
、
立

法
発
議
権
を
含
む
委
員
会
権
限
を
正
統
な
も
の
と
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

(
73
)
最
終
的

に
は
二
六
五
件
が
E
C

レ
ベ
ル
に
お

い
て
立
法
さ
れ
、
そ
の
う

ち
二
三
〇
件
が
国
内
法
化
が
必
要

で
あ
る
。
一
九
九
四
年

六
月
三
日
現
在
、
八

九
%
が
国
内
法
化
さ
れ
て
い
る
。

(
74
)

一
九
八
五
年
か
ら

一
九
九
三
年

ま
で
の
九
年
間

の
E
C
委
員
会

に
よ
る
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
は
次
表
の
通
り

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
た
限
り
で
は
、
単

一
欧
州

SE
C

 (92) 1992 final, C
om

m
ission 

of the E
uropean 

C
om

m
unities, 

T
he Principle 

of Subsidiarity, 
B

russels, 
27 O

ctober 
1992.

E
U

R
O

PE
 

N
o.6254, 

Saturday, 
18 

June 
1994.

項
目
＼
年
198519861987198819891990199119921993

委
員
会
会
議
数
444745444847474749

法
令
採
択
総
数
7,44212,0818,2126,7995,7376,2986,1306,5917,335

理
事
会
送
付
の
提
案
総
数
694739699696624726652651619

作
成
文
書
(COMな

ど
)数
224214192238214237208272343

出
曲
.

C
om

m
ission 

of the 
E

uropean 
C

om
m

unities, 
G

eneral 
R

eports 
X

IX
th, 

X
X

th, 
X

X
Ist, 

X
X

IInd, 
X

X
IIIrd, 

 
X

X
I  V

th, 
X

X
V

th, 
X

X
V

Ith, 
X

X
 

V
IIth.



議
定
書

が
採
択
さ
れ
た

一
九
八
六
年

に
急
増
し
て
い
る
他
は
、
数
字
的
に
は
極
端
な
増
減
は
指
摘
で
き
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と

つ
の
結
果

に
至
る

ま

で
の
、
準
備
段
階

に
お
け
る
数
字
と
し
て
は
表
わ
れ
て
い
な

い
実
務

レ
ベ
ル
で
の
打
ち
合
わ
せ
や
会
議

が
増
加
し
て

い
る
可
能
性
は
大

き
い
。
ま
た
、

採
択
さ
れ
た
E
C
法
令

の
実
施
状
況

の
監
視
と

い
う
役
割

に
関
す

る
作
業
が

一
九

八
七
年
以
降
大
幅

に
増
え
た

で
あ
ろ
う

こ
と
は
推
測

に
難
く
な
い
。

(
76
)

一
九

八

八
年

九

月

二
〇

日

、

ブ

ル
ー
ジ

ュ
の

に
お

い
て
。

(
77
)
連
合
条
約
G
3
b
条

に
お
い
て
は

「
共
同
体

と

「加
盟
国

の
み
が
論
じ
ら
れ
サ
ブ

・
ナ
シ
ョ
ナ

ル

な
組
織

へ
の
言
及
は
な
さ
れ

て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
の

「
加
盟
国
」
は

「共
同
体
」
の
構
成
単
位

の
総
称
と
解
釈
す
れ
ば
、
目
標
達
成

の
自
律
的
単
位
と

し

て
サ
ブ

・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

レ
ベ
ル
を
含
ん
で
考

え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

ト
マ
ス
に
お
い
て
は
、

ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
を
知
る

こ
と
に
よ

っ
て
聖
と
俗

の
異
な
る
次
元

の
世
界

の
調
和
を
は
か
る
神
学
を
う
ち
た
て
た
と
言

え

る
。

(81
)
例
え
ば

一
九
九

二
年

七
月

二
日

の

で
の
演
説
。
R
A
P
I
D駐
日
E
C
委
員

会
代
表
部
広
報
部

ま
た
、

『単

一
統
合
市
場

に
お
け
る
E
E
C
競
争
政
策
』
に
よ
れ
ば
、
「
E
C
委
員
会
が
示
し
た
基
準
は
あ
く
ま
で
も
指
針

に
す
ぎ
な

い
。
」
と
あ
る
。

I
N
F
O
/

二
五
第
二
版

駐
日
E
C
委
員
会
代
表
部
広
報
部

(
ｐ
9)

(82
)

一
九
九
四
年
度

に
お
け
る
職
員
数

は
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
般
予
算

に
よ
る
雇
用

研
究

予
算

に
よ
る
雇
用

言
語
専
門
職

な
お
、

一
九
九
五
年

は
加
盟
国
が
三

ヶ
国
増
加

し
た
た
め
に
、
そ

の
分
の
職
員
が
必
然
的

に
増
加

し
て
い
る
が
、
そ

の
資
料

は
入
手
で
き
な

か

っ
た
。

T
he 

E
conom

ist, 
13 

A
ugust 

1988, 
p.44.C

ollege 
of 

E
urope

the  
C

om
m

unity
_

the 
M

em
ber 

States

C
hantal 

M
IL

L
O

N
-D

E
L

SO
L

, 
L

e Principe 
de subsidiarité, 

C
ollection 

"Q
ue sais-je 

?" 
N

o. 2793, Presses 
U

niversitaires 
de

France, 
1993, 

pp.9-11.

Ibid., 
pp.11-13.

C
hristoph 

B
A

IL
, 

"T
he 

Principle 
of 

Subsidiarity 
: A

 
R

oad 
M

ap 
to E

uropean 
U

nion 
or 

a T
hreat 

to the 
Internal 

M
arket 

?",

N
ational 

Journal 
of 

C
onstitutional 

L
aw

, 
V

ol.3, N
o.3, D

ecem
ber 

1993, p.380.

T
he 

L
ondon 

C
om

m
on 

L
aw

 
&

 C
om

m
ercial 

B
ar 

A
ssociation

R
A

PID

July 
3, 1992.

perm
anent 

posts 
: 

14070 
tem

porary 
posts 

: 
848

-ibid
.- 

: 
1159 

-ibid.- 
: 

191 

-ibid
.- 

: 
1614 

-ibid.- 
: 

30

C
om

m
ission 

of 
the 

E
uropean 

C
om

m
unities, 

X
X

V
IIIrd 

G
eneral 

R
eport



ち
な
み

に
E
C
最
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
グ
は
、

一
九
九

二
年
現
在

人
口
約
四
〇
万
人
、
公
務
員

一
万
七
千
人

E
U
R
O
S
T
A
T
,
 
3
1
s
t
 
e
d
i
t
i
o
n
,
 
B
u
r
e
a
u
 
d
'
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
,
 
L
u
x
e
m
b
o
u
r
g
,
 
1
9
9
4
.

(83
)

一
九
九
五
年

一
月
加
盟
国
拡
大

に
よ
る

一
五
加
盟
国
の
人

口
。
そ
れ
以
前

の

一
二
加
盟
国
時
代

の
人

口
は
、
約
三
億
三
千
万
人

で
あ

っ
た
。

(84
)
本
稿
第
Ⅱ
章
三
、
p
.
3
0
.

(85
)
J
.
 
P
E
T
E
R
S
O
N
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
p
.
1
2
4
.

ま
た
、
何
人

か
の
委
員
会
職
員

(A

レ
ベ
ル
)
も
こ
の
事
実
を
筆
者

に
直
接
言
明
し
た
。

(86
)
渡
瀬

義
男

「
E
C
予
算
の
現
状
と
そ
の
課
題
」
国
立
国
会
図
書
館
内

E
C
研
究
会
編

『新
生

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
構
築
i

E
C
か
ら
欧
州
連
合

へ
』
第

四

章

日
本
経
済
評
論
社

一
九
九

二
年

(87
)
S
E
C
 
(
9
3
)
 
1
1
0
0
,
 
T
h
e
 
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 
B
u
d
g
e
t
 
:
 
T
h
e
 
F
a
c
t
s
 
i
n
 
F
i
g
u
r
e
s
,
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
.

(88
)

E
C
委
員
会

は
、
法
令

の
提
案
(
p
r
o
p
o
s
a
l
s
)

は
議
会
や
理
事
会

か
ら
の
要
請

に
基
づ

い
て
準
備
し
、
広
範
な
諮
問
を
経
た
後
に
作
成
さ
れ
る
の
で

あ

り
、
結
果
的

に
原
案
よ
り
膨
張
・詳
述
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
委
員
会
が
意
図
し
て

い
る
こ
と
で
は
な
く
単
に
そ
の
任
務
を
遂
行

し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

サ
ブ

シ
デ
イ
ア
リ

テ
ィ
に
照
ら
し
て
問
題

が
あ
る
と
さ
れ
る
規
則
や
指
令
を
委
員
会

の
責
任
だ
と
す
る
批
判
は
不
当
な
も

の

で
あ
る
、
と
反
論
し
て

い
る
。
(
A
N
N
E
X
 
p
.
2
.
)

ま
た
、
そ
の
発
議
権
(
r
i
g
h
t
 
o
f
 
i
n
i
t
i
a
t
i
v
e
)

を
保
持
す
る
こ
と
に
高

い
重
要
性
を
お

い
て
お
り
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
適
用
は
現
在

の
共
同

体
内

に
お
け
る
各
機
関
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
る

べ
き
で
は
な

い
、
と
主
張
し
て

い
る
。
(
A
N
N
E
X
 
V
I
.
 
1
.
 
p
.
2
0
.
)

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
,
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
S
E
C
 
(
9
2
)
 
1
9
9
0
.

第
Ⅲ
章

サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
適
用
と
可
能
性

一

現
実
的
適
用

の
ス
コ
ー
プ

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准

へ
の
過
程
と
デ
ン
マ
ー
ク
国
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
、
批
判
的
世
論

へ



の
対
策
と
し
て
サ
ブ

シ
デ
イ
ア
リ
テ
ィ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
議
論

の
焦
点
が
権
力
抑
制
の
側
面

へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
が

わ

か
る
が
、
そ
れ
と
共
に
具
体
的
な
適
用

に
関
す
る
議
論
も
に
わ
か
に
盛
り
上
が
り
、
実
際

に
連
合
条
約
が
発
効

す
る
よ
り
以
前

に
、
サ

(
89
)

ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則

へ
法
的
解
釈
を
与
え
よ
う
と
い
う
政
治
意
志
が
活
発
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
E
C

(
90
)

委
員
会
は
、

一
九
九
二
年

一
〇
月
に
欧
州
議
会
と
閣
僚
理
事
会

ヘ
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書

で
は
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
G
3
b
条

の
委
員
会
に
よ
る
解
釈

に
基
づ
き
、
権
限
の
行
使
を
《統
制
》
す
る
概
念

と
し
て
の
サ
ブ

シ
デ
イ

ア
リ
テ
ィ
の
実
際
的
な
意
味
、
そ
の
適
用
テ
ス
ト
、
共
同
体
が
有
す
る
権
限
の
性
格
、
今
後

の
課
題
ま
で
幅
広
く
議
論
し
、
共
同
体

の
政

治
規
範

に
共
通
の
土
台
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
論
点
は
以
下
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

・
共
同
体
権
限
と
は

E
C
委
員
会
は
ま
ず
連
合
条
約
G
3
b
条

一
項
に
お
い
て
、
条
約

に
よ

っ
て
共
同
体

へ
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ

の
付
与
さ
れ
た
権
限

の
限
度
内

に
お
い
て
、
共
同
体
は
条
約
が
課
す
る
必
要
な
結
果
を
達
成
す
る
義
務
が
あ
る
、

と
す
る
。

続
く
第

二
項
は

「そ
の
排
他
的
権
限
(
e
x
c
l
u
s
i
v
e
 
c
o
m
p
e
t
e
n
c
e
)

に
あ
て
は
ま
ら
な
い
分
野
に
お
い
て
、
共

同
体
は
サ
ブ

シ
デ
イ
ア

リ

テ
ィ
の
原
則
に
従

っ
て
行
為
を
な
し
、
…
…
」
と
規
定
し
て
い
る
た
め
、
共
同
体
が

《排
他
的
権
限
》
を
有
す
る
専
任
管
轄
分
野
が
存

在
す
る
こ
と
を
所
与

の
前
提
と
し
、
そ
れ
以
外
の

《分
担
権
限
s
h
a
r
e
d
 
 
c
o
m
p
e
t
e
n
c
e
)

》
の
分
野
に
お
い
て
の
み
、
共
同
体
の
介
入
が
必

要

か
否
か
の
問
題
が
発
生
し
、
そ
こ
で
初
め
て
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
が
考
慮
さ
れ
る
、
と

い
う
解
釈
を
す
る
。

そ
し
て
第
三
項
は
前
記
二
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
分
野
に
お
い
て
、
後
述
す
る

「比
例
原
則
(
p
r
i
n
c
i
p
l
e
 
o
f
 
p
r
o
p
o
r
t
i
o
n
a
l
i
t
y
)

」
が

適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
権
限
の
特
性
は
変
化
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
、
と
解
釈
し
て
い
る
。

で
は

《排
他
的
権
限
》
と
は
何
か
と
言
え
ば
、
そ
の
規
定
は
条
約
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
性
格

と
し
て
は
ω
本
質
的
、

㈹
実
質
的
の
二
要
素
が
あ
り
、
ω
共
同
体
が
唯

一
の
責
任
行
為
体
で
あ
り
、
㈲
加
盟
国
は
、
共
同
体
の
同
意
の
も
と
に
立
法
行
為
は
可
能



で
あ
る
が
、
単
独
で
何
ら
か
の
行
為
を
成
す
権
利
は
な
い
、
と
い
う
分
野
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
具
体
的
に
は
、
ω
条
約

に
よ

っ
て
共
同
体

の
目
的
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
単

一
市
場
の
創
設

(八
a
条
)
や
、
共
通
政
策

の
実
施

(四
〇
条
)
な
ど
に
お
け
る

と
こ
ろ

の
立
法
行
為
を
含
む
共
同
体
の
自
動
的
関
与
で
あ
り
、
⑤
共
同
体
の
責
任
管
轄
分
野
と
は
い
え
、
現
実
に
は
加
盟
国

の
行
為
な
し

に
は
実

行
さ
れ
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

歴
史

的
に
は

《排
他
的
権
限
》
と

い
う
概
念
は
共
通
市
場
の
設
立
義
務
か
ら
発
生
し
た
と
説
明
さ
れ
、
そ
の
流
れ

に
添

っ
て
い
け
ば
、

域
内
市
場
完
成

の
た
め
の
移
動
の
自
由
と
共
通
政
策
を
中
心
と
し
た
分
野
に
お
い
て
同
権
限
の

「ブ

ロ
ッ
ク
」
が
形
成

さ
れ
る
、
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、

こ
の

「ブ

ロ
ッ
ク
」
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
進
展
の
度
合

に
よ

っ
て
境
界
が
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
共
同
体
に
委
譲

さ
れ
て

い
る

《例
外
的
》
権
限
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
。

・
二
つ
の
テ
ス
ト

問
題
と
な
る
の
は
共
同
体

の
行
為
の
義
務
が
措
定
さ
れ
て
い
な
い
分
野
、
即
ち

《分
担
権
限
》

に
関
す
る
分
野
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、

共
同
体

に
よ
る
行
為
の
必
要
性
が
正
当
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
各
行
為
ご
と
に
、
条
約
の
文
言

に
の

っ
と

っ
て
、
規

模
(
t
h
e
 
s
c
a
l
e
)

と
効
果
(
e
f
f
e
c
t
s
)

の
テ
ス
ト
が
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ス
ト
で
は
、
加
盟
国
国
内

に
お
い
て
独
自

に

調
達
可
能
な
目
的
達
成
の
手
段

(財
政
、
立
法
、
指
針
、
協
定
な
ど
)
を
検
討
す
る
と
共
に
、
共
同
体

の
行
為
が
な
さ

れ
る
場
合
の
効
果

を
、
規
模
、
地
域
横
断
性
、
も
し
く
は
無
作
為
が
も
た
ら
す
結
果
な
ど
の
観
点
か
ら
評
価
し
、
共
同
体
行
為
の

「付
加
価
値
」
を
測
る
も

の
で
あ

る
、
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
応
用
と
さ
れ
る
手
段
や
評
価
方
法
は
、
対
象
と
な
る
分
野
と
ケ
ー
ス
に
よ

っ
て
様
々
で
あ
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
共
同
体

が
関
与
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
の
負
う

べ
き
責
任
も

一
定
で
は
な
く
様
々
な
度
合
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
た
上
で
、
目



標
達
成

へ
向
け
て
の
政
治
的
意
志

に
よ
り
、
立
法
措
置
、
共
同
行
為
、
支
援

行
為
、
補
完
行
為
な
ど
が
共
同
体
の
手
段
と
し
て
可
能
で
あ

る

と
し
て
い
る
。

・
比
例
原
則
の
尊
重

前
記

の
よ
う
な
、
様
々
に
可
能
な
共
同
体
行
為
の
中
か
ら
立
法
措
置
が
最
適
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
重
要

と
な

っ
て
く
る
の
が
、

「
比
例
原
則
(
P
r
i
n
c
i
p
l
e
 
o
f
 
P
r
o
p
o
r
t
i
o
n
a
l
i
t
y
)

」
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
し
ぼ
し
ば
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
と
対
を
な
す
考
え
方
と
し

て
言
及
さ
れ
る
規
範
で
あ
り
、
す
で
に
E
C
裁
判
所

の
判
例
も
存
在
す
る
。
あ
る
政
策
が
決
定
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
場
合
に
、
共
同
体
が

適
用

す
る
手
段
は
、
そ
の
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
的
の
重
要
性
と
釣
り
合

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
共
同
体
に

よ

る
過
度

の
立
法
規
制
を
戒
め
て
い
る
。
従

っ
て
こ
の
原
則
は
、
共
同
体
権
限

の
性
格
の
如
何
を
問
わ
ず
、
共
同
体

の
あ
ら
ゆ
る
立
法
行

為

に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る

「
比
例
性
」
と
は
共
同
体

に
よ
る
行
為

の
密
度
、

即
ち
拘
束
力
で
あ
る
。

「達

成
さ
れ
る
べ
き
目
的

の
重
要
性
」を

い
か
に
判
断
す
る
か
の
議
論
は
こ
こ
で
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
サ
ブ
シ
デ

イ
ア
リ
テ
ィ
原
則
の
適

用

と
の
関
連
で
み
れ
ば
、
《
分
担
権
限
》
に
お
い
て
は
上
記
二
つ
の
テ
ス
ト
を
通
過
し
て
、
共
同
体
の
行
為
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

初

め
て
当
て
は
め
ら
れ
る
規
範

で
あ
り
、
加
盟
国
に
よ
り
大
き
な
裁
量
の
余
地
を
与
え
る
方
法
が
望
ま
し
い
、
と
さ
れ
る
。

(89
)
F
.
 
L
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M
O
U
R
E
U
X
,
 
o
p
.
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i
t
.
,
 
p
.
4
.

(90
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n
 
o
f
 
t
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e
 
E
u
r
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p
e
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C
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t
i
e
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o
p
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t
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E
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さ
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二

司
法
判
断
の
可
能
性

以
上

の
よ
う

に
、
共
同
体
権
限
と
し
て
の
規
範
を
規
定
し
て
い
る
、
委
員
会
の
表
現
を
借
り
れ
ば

「権
限
の
行
使
を
統
制
す
る
良
識
と

し
て
の
理
念
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た
サ
ブ
シ
デ

イ
ア
リ
テ
ィ
原
則
で
あ
る
が
、
そ
の
運
用
の
適
切
性
に
関
し
て
は
多
く
の
議
論
を
呼
ぶ
ケ
ー

ス
が
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

エ
デ

ィ
ン
バ
ラ
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
適
切
性
を
判
断
す
る
機
関
と
し
て
外
部
組

織
で
あ

る

「賢
人
会
議
」
を
設
置
す
る
、
と
い
う
提
案
が
イ
ギ
リ
ス
に
よ

っ
て
提
出
さ
れ
た
が
そ
の
案
は
否
決
さ
れ
、

こ
の
時
点
に
お
い

て
、
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
が
欧
州
裁
判
所
で
議
論
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定

で
き
な

い
も
の
と
な

っ
た
、
と
思
え
る
。

ま
た
、
連
合
条
約

に
明
記

さ
れ
た
文
言
で
あ
る
以
上
は
、
E
C
裁
判
所
の
管
轄
事
項
と
し
て
の
法
的
な
性
格
を
与
え
ら
れ
た
、
と
も
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
も
政
治
的
問
題
で
あ
る
、
と
し
て
裁
判
所
の
関
与
を
好
ま
し
く
な

い
と
す
る
意
見
も
存
在
す
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
E
C
裁
判
所
が
法
的
判
断
を
回
避
す
る
こ
と
は
、
裁
判
所
の
共
同
体
司
法
体
系
の
番
人
と
し
て
の
信
頼
性
を
失
う
ば
か
り
で
な

く
、
そ

の
役
目
が
加
盟
国
の
最
高
裁
判
所
に
と

っ
て
代
わ
ら
れ
、
結
果
と
し
て
共
同
体

の
憲
法
体
制
が
大
き
な

コ
ス
ト
を
支
払
う
こ
と
に

な
る
、
と

い
う
意
見
が
裁
判
所
の
積
極
的
役
割
を
評
価
す
る
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
は
司
法
判
断
が
求
め
ら
れ
る
、
と
い
う
見

(
95
)

方
だ
と

い
え
よ
う
。

ま
た

そ
う
な

っ
た
時

に
初
め
て
、
C
a
s
sが

い
み
じ
く
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
概
念
は
政
治
的
で
あ
る
こ
と
を
脱
し
て
法
の
メ

カ

ニ
ズ

ム
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
共
同
体
権
限
の
明
文
規
定
が
無

い
条
約
の
解
釈

に
お
い
て

「サ
ブ
シ
デ
イ
ア
リ
テ
ィ
原
則
」
が
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
法
概
念
と
し

て
機
能

す
る
こ
と
の
困
難
は
多
大

で
あ
り
、
ま
た
仮
に
そ
の
様
に
機
能
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
権
限
の

「カ
タ

ロ
グ
化
」
を
も
た
ら
す
こ

と
に
な

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は
E
U
の
発
展
を
む
し
ろ
硬
直
的
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
る
。
法
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
組
み

込
ま
れ

る
こ
と
の
意
義
は
、
判
例

の
積
み
重
ね
と
そ
の
司
法
解
釈
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
体

の
発
展
史

に
見
ら

れ
る
様
な
a
c
q
u
i
s



が
確
立
さ
れ
、
概
念
が
徐
々
に
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
の
在
り
方

に
新
し

い
指
標
が
加
え
ら

れ
る
そ
の
潜
在
的
可
能
性

に
あ
る
と
言
え
る
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

連
合
条
約

一
七
七
条
は
、
裁
判
所
の
先
決
訴
訟
管
轄
事
項

の
筆
頭

に

「
当
条
約

の
解
釈
」
を
あ
げ
て

い
る
。

(95
)

は
、
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
裁
判
所

に
例
を
引
き
な
が
ら
、
連
邦
政
府

と
州
政
府
と
の
権
限
を
明
確

に
区
別
す
る
こ
と
の
困
難
と
危

険
性
を
説

い
て
い
る
。
特

に
明
確
な
権
限

の
区
別

の
規
定
が
無

い
場
合
は
、
裁
判
所

の
判
断
は
、
最
小
限
の
中
央
権
力

の
解
釈

に
留

ま
ら
ざ
る
を
え
な

い

と
す
る
見
方
を
示
し
て

い
る
。

三

サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
可
能
性

変

容
を
続
け
る
共
同
体
が
、
そ
の
史
的
発
展
に
お
い
て
内
部
的

に
も
外
部
的

に
も
最
も
大
き
な
変
化

に
対
峙
し
た
時
期
に
、
そ
の
過
渡

的
状

況
を
よ
り
肯
定
的
に
、
そ
し
て
ま
た
便
宜
的
に
説
明
で
き
る
概
念
が

「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
原
則
」
で
あ

っ
た
。
委
員
会
は
、

当
面
は
そ
の
議
論

の
焦
点
を
当
原
則
の
実
際
の
適
用
と
い
う
技
術
的
な
面
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
体

の
利
害
の
分
裂
を
く
い

com
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と
め
、
同
時

に
、
権
限
分
与
の
原
則
で
は
な
く
権
限
の
行
使
を

《
統
制
》
す
る
理
念

で
あ
る
と
の
主
張
と
、
適
用
の
際

の
三
基
準

(規
模
、

効
果
、
比
例
原
則
)
を
示
す
こ
と
に
よ
り
自
身

の
権
限
の
正
当
性
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
こ
の
よ
う
な
論
争
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
効
用

の
幾

つ
か
の
点
は

第
Ⅱ
章

三

(な
ぜ
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
か
)

で
検
討
し
た
が
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約

へ
の
導
入
の
主
目
的

と
も
言

え
る
中
央
集
権

の
抑
制
が
逆
に
働
く
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
適
用
テ
ス
ト
と
し
て
の

「規
模

の
メ
リ

ッ
ト
」
と

「効
率
性
」

の
双
方

と
も
が

「権
限

の
流
動
的
配
分
」
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
共
同
体

へ
の
権
限
の
集
中

が
予
見
さ
れ
得
る

の
で
あ

る
。
実
際
に
、
あ
る
ド
イ
ツ
の
州
の
在
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
事
務
所

の
代
表
は
、
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
か
ら
広
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
上
部

機
関
の
効
率
性
が
認
め
ら
れ
や
す
く
な
る
と
い
う
危
険
性
を
認
識
し
、
州
が
ド
イ
ツ
連
邦
内
で
確
立
し
て
い
る
権
限
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
レ

ベ
ル
で
の
侵
食
を
恐
れ
、
効
率
性
で
は
な
く
下
部
組
織
の
実
行
能
力
を
こ
そ
優
先
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。

も

っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
極
力
押
え
こ
む
た
め
の
手
段
と
し
て
、
共
同
体
行
為
の
必
要
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
委
員
会
提
案

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
こ
の
証
明
の
義
務
は
、
上
記

の
場
合
と
は
逆
に
、
分
権
を
促
す
も
の
と
し
て

の
サ
ブ
シ
デ

ィ
ア

リ
テ
ィ
に
隠
れ
て
の
、
不
作
為
の
言
い
訳
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
便
宜
的
に
手
続
き
面
に
限

っ
て
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
を
運
用
す
る
こ
と
は
負
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念

に
は
新
し
い
市
民
社
会
と
政
治

の
在
り
方
を
示
唆
す
る
潜
在
的
可
能

性
が
明
ら
か
で
あ

る
。「で
き

る
限
り
市
民
に
近

い
レ
ベ
ル
で
の
決
定
」
と

「上
位
機
関

の
最
小
限
の
介
入
」
と
は
、
最
も
身
近
な
行
政

レ
ベ
ル
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
レ
ベ
ル
か
ら
の
よ
り
的
確
な
情
報
が
必
要
と
な
る
。

こ
こ
に
、
市
民

レ
ベ
ル
の
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
の
可
能
性
が
膨
ら
み
、
市
民
レ
ベ
ル
の
政
治
過
程
参
加
を
促
す
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。



そ
れ
は
、
政
治
を
市
民
の
手
に
回
帰
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
民
主
制
を
強
化
す
る
こ
と

へ
と

つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

実

際
に
E
C
委
員
会
は
、
エ
デ

ィ
ン
バ
ラ
首
脳
会
議
で
議
題
と
な

っ
た
透
明
性

の
確
保
の
た
め
の
第

一
の
指
針
と
し
て
、
ロ
ビ
ー
グ

ル
ー

プ

(利
益
団
体
)
と
の
対
話
を
強
化
す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
必
要
な
情
報
と
建
設
的
意
見
と
を
提
供
す
る
適
切
な
役
割

を
持

つ
も
の
と
し
て
、
委
員
長
ド
ロ
ー
ル
に
よ
る
利
益
団
体
の
重
視
が
言
明
さ
れ
、
委
員
会
と
利
益
団
体
と
の
ス
ム
ー
ズ

で
公
平
な
接
触
・

(ool
)

交
流

の
た
め
の
指
針
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る

ロ
ビ
ー
グ

ル
ー
プ
と
は
、
従
来
の
産
業
界
を
中

心
と
し
た
利
益
団
体

の

み
で
は
な
く
、
前
述
し
た
地
域
の
代
表

に
よ
る
活
動
、
様
々
な
非
営
利
の
市
民
団
体
な
ど
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
活
動
を
共
同
体

の

政
策

決
定
の
過
程

に
取
り
込
む
こ
と
の
意
義
が
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現

に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
は
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
の
利
益
団
体
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
五
〇
〇
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
領
域
、
も
し
く
は
多
国
間

に

ま
た
が
る
組
織
で
あ
り
、
企
業
を
直
接
代
表
す
る
の
は
約
二
〇
〇
団
体
、
お
よ
そ

一
〇
〇
の
共
同
体
関
係
の
法
律
事
務
所
、
ほ
ぼ
同
数

の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
な
ど
が
存
在
し
、

ロ
ビ
ー
活
動
に
携
わ

っ
て
い
る
雇
用
者
は

一
万
人
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

委
員
会
は
、
多
様
な
分
野
の
利
益
が
、
そ
の
争
点
や
個
別
利
益
ご
と
に
組
織
化
さ
れ
、
団
体
と
し
て
ま
と
ま

っ
て
代
表
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
そ
れ
ら
の
団
体
を
的
確
な
情
報

の
提
供
と
政
策
形
成
過
程

へ
の
参
加
と

い
う
文
脈
で
捉
え
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
に
し
た
が

っ
て
利
益
団
体
を
よ
り
積
極
的

に
活
用
す
る
な
ら
ば
、

い
ず
れ
は
こ
れ
ら
の
団
体

が
行
政
機
関
を

一
部
代
替
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ

の
よ
う
な
利
益
団
体
の
活
動
は
、
共
同
体
域
内

に
限
ら
れ
る
と
は
い
え
、
共
通
の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
空
間
を
ま
す

ま
す
国
境
の
無

い
も
の
と
し
て
い
き
、
国
家
で
は
な
く
社
会
的
な
連
帯
を
中
心
と
す
る
生
活
と
政
治
の
在
り
方

へ
道
を
開
く
も
の
、
と
言

え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
社
会
の
在
り
方
は
同
時

に
、
現
在

の
共
同
体
、
ひ
い
て
は
欧
州
連
合
全
体
の
最
大

の
問
題
と
さ

(
201
)

れ
て

い
る

「
民
主
主
義
の
赤
字
」

へ
の
解
決
の
糸
口
を
提
供
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
「自
律
」
と

「共
通
善
」
の
精
神
が
い
か
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ド

ロ
ー
ル
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
モ
デ
ル
」



へ
と

つ
な
が
る
も
の
と
も
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
欧
州
連
合
の
実
験
と
模
索

の
変
数
が
ま
た

一
つ
加

え
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
E

U
の
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
、
ポ

ス
ト
福
祉
国
家
と
し
て
の
自
律
的
か
つ
有
機
的
結
び
付
き
に
よ
る
社
会
か
ら
な

る
国
家

そ
し
て
国
家
を
超
え
る
政
体

の
形
成

へ
向
け
て
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
い
か
な
い
の
か
、

関
心
を
持

っ
て
見

守
り
た

い
分
野
で
あ
る
。

そ
の

一
方

で
、
市
民
レ
ベ
ル
へ
の
政
治
の
回
帰
は
、
利
害
の
混
乱

に
よ
る
政
治
の

一
層
の
混
沌
化
と
い
う
危
険
性
も
併
せ
持

つ
。
そ
う

し
た
状
態

に
お
い
て
は
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
の
官
僚
の
機
能
が
重
要
に
な
り
、
共
同
体

に
限

っ
て
い
え
ば
、
委
員
会
の
行
政
府
と

し
て
の
公
正
か
つ
効
率
的
な
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
共
同
体
内

の
他
の
機
関
、
議
会
や
理
事
会
と
の
連
携
と
役
割
分
担

を

一
層

明
確
な
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
利
益
団
体
と
の
対
話
強
化
を
打
ち
出
し
た
先
の
文
書
に
お

い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

(97
)
最
上
敏
樹

「
超
国
家
性

の
逆
説
」
鴨
武
彦
編
集

『講
座

世
紀
間

の
世
界
政
治

二
』
日
本
評
論
社

一
九
九
三
年
ｐ
2
3
4

(98
)

一
九
九
四
年
六
月
七
日
、
筆
者

の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

(201
)
こ
の
問
題
は
別
途

に
論
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ

る
が
、

一
言

で
言
え
ば
、
共
同
体

に
よ
る
政
策
の
正
統
性
の
問
題

で
あ
る
。

(301
)
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
シ

ュ
ミ
ッ
タ
ー
は
彼

の
論
文

「
い
ま
も
な
お

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
の
世
紀
な

の
か
」
に
お

い
て
、
「
…
…
広
範
な
、
専
門
化
さ
れ
な
い
、

非
階
統
制
的
で

『蜂

の
巣
状

の
共
存
関
係
を
持

っ
た

』
自
発
的
単
位
が
、
自
分
達

の
価
値
の
配
分
や
紛
争

の
解
決

に
自
律
的

に
責
任
を

と

る
…
…
」
利
益

シ
ス
テ
ム
を
サ

ン
デ

ィ
カ
リ
ズ
ム
と
し
て
定
式
化
し
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ

ム
の
次

の
世
紀
と
し
て
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
世
紀
を
待
ち
わ

E
U

R
O

PE
, 

Sam
edi 

5  decem
ber 

1992, N
o.5872, p.13. 

C
om

m
ission 

of the E
uropean 

C
om

m
unities, 

O
J C

 63 / 2, A
n 

open and 
structured 

dialogue 
betw

een the C
om

m
ission 

and 
special 

interest groups 
(93 / 

C
 

63 / 
02) 

O
J C

 63 / 8, Increased 
transparency 

in 
the w

ork 
of the C

om
m

ission 
(93 / 

C
 63 / 03) 

op. cit., 
(93 / C

 63 / 02).

(hived-off)



び
る
、
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
定
式
は
E
U
に
お
け
る
利
益
団
体
の
在
り
方
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー

「
い
ま
も
な
お
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
世
紀
な
の
か
?
」

シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
/
レ
ー
ム
ブ
ル
ッ
フ
編

山
口
定
監
訳

『現
代
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
①
』
木
鐸
社

一
九
九
二
年
、
p
p
.
7
8
-
7
9
.

(4
0
1
)
E
U
R
O
P
E
,
 
 
o
p
.
 
c
i
t
.
,
 
p
.
1
3
.

ま

と

め

欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

(E
C
S
C
)
に
始
ま
る
欧
州
連
合

(E
U
)
の
歴
史
に
お
い
て
、
超
国
家
機
関

で
あ

る
共
同
体
と
各
加
盟
国

政
府
と
の
間
で
の
権
限
の
適
切
な
配
分
分
与
は
、
共
同
体

の
発
展

に
と

っ
て
常

に
付
随
す
る
命
題
で
あ

っ
た
と
言

え
る
。

政
策

の
決
定
は
、
で
き
る
限
り
そ
れ
に
も

っ
と
も
強
く
関
与
す
る
で
あ
ろ
う
行
政
レ
ベ
ル
で
行
う
、
と
い
う
考

え
方
は
、

一
貫
し
て
共

同
体
の
条
文
や
報
告
書

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
」
と
し
て
表
現
さ
れ
明
記

さ
れ
た
の
は

一
九
九
二
年
二
月
に
欧
州
共
同
体

(E
C
)
に
お
い
て
調
印
さ
れ
た
欧
州
連
合
条
約

(マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
)
が
初
め
て
で

あ

る
。
こ
の
概
念
と
用
語
の
採
択
に
関
し
て
は
、
連
邦
構
成
単
位
と
し
て
確
立
さ
れ
た
権
限
を
有
し
、
か
つ
、
比
較
的
順
調
に
機
能
し
て

い
る
連
邦
制
の
経
験
に
基
づ
く
、
ド
イ
ツ
州
政
府
か
ら
の
強

い
働
き
か
け
の
影
響
が
大
き
か

っ
た
。
委
員
長
ド

ロ
ー
ル
に
よ
る
当
該
概
念

の
度
々
の
援
用
は
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
形
式
を
念
頭
に
置

い
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
公
的
領
域
に
お
け
る
公
権
限
の
行
使

と
私
的
領
域
に
お
け
る
自
律
し
た
市
民
生
活
と
の
両
者
が
調
和
し
た
社
会
を
可
能
に
す
る
理
念
と
い
う
、
よ
り
根

源
的
な
視
点

に
立

っ
た

サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
概
念
で
も
あ

っ
た
。

「
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
の
原
則
」が
共
同
体
の
権
限
行
使
の
規
範
と
し
て
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る
様

に
な

っ
た

の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政

権
与
党

の
事
情
が
き

っ
か
け
で
あ
る
が
、

一
九
九
二
年
六
月
の
デ

ン
マ
ー
ク
国
民
投
票
の
国
内
批
准
否
決
の
結
果

以
来
、
突
然

に
混
沌
と



し
て
き
た
統
合
の
行
方
の
文
脈

に
お
い
て
、
そ
の
概
念

の

「伸
縮
性
」
を
利
用
し
、
共
同
体

の
権
限
に
関
す
る
全
て
の
問
題

へ
の
唯

一
絶

対
の
解
決
策
で
あ
る
デ
ウ
ス

・
エ
ク
ス

・
マ
キ
ナ
の
ご
と
く
に
言
及
さ
れ
る
様

に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
混
沌
と
は
、
E

C
法
の
国
内
法
に
対
す
る
優
先

の
定
着
と
そ
れ
に
伴

っ
た
加
盟
国

に
お
け
る
法
体
制
の
変
化
、地
域
政
策
に
見
ら
れ
る
様
な
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

」
の
実
行
が
も
た
ら
す
政
府
や
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
政
策
立
案
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
、
単

一
市
場

の
実
現
に
関
す

る
政
策

の
増
大
と

そ
の
結

果
と
し
て
の
共
同
体
の
存
在
の
社
会
全
般

へ
の
浸
透
な
ど
に
よ

っ
て
、
共
同
体
抜
き
で
は
機
能
し
な
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
の
実
態
が
あ
り
、
従
来
の
国
家

の
在
り
方
が
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
多
く
の
人
々
が
気
付
き
始
め
、
納
得
の
い

く
説
明
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
エ
リ
ー
ト
に
よ
る

「善
意

の
専
制
主
義
」
の
段
階

は
終
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

E
C
委
員
会
は

「サ
ブ
シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
」
の
現
実
的
適
用
に
関
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
、
そ
の
中
で
共
同
体

の
権
限

に
は

《排

他
的
》
と

《分
担
》
の
二
種
類
が
あ
り
、
《
分
担
権
限
》
の
分
野
に
お
い
て
は
共
同
体
に
よ
る
行
為
の
必
要
性
が
規
模
と
効
果
の
基
準
か
ら

証
明
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
ひ
と
た
び
共
同
体

の
関
与
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
「比
例
原
則
」
と
い
う
法
概
念

が
尊
重
さ
れ
る

べ

き
こ
と
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
技
術
的
な
議
論
は
、
統
合
の
将
来
像
が
明
確

で
な
く
、
加
盟
国
の
間

で
考
え
方
が
異
な

っ

て
い
る
と
い
う
、

い
わ
ば
過
渡
的
状
態
に
あ
る
共
同
体
を
、
し
ば
ら
く
は
共
通
の
作
業
場

に
結
び
付
け
て
お
く
効
果
を
持

っ
て
い
る
。

そ
の
後
、

一
九
九
四
年

一
二
月

の
エ
ッ
セ
ン
で
の
欧
州
理
事
会

へ
提
出
さ
れ
た

「
サ
ブ
シ
デ
ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
の
適

用
に
関
す
る
報

告
書
」

に
お
い
て
も
、
議
論

の
中
心
は
い
か
に
委
員
会
が
自
制
的

に
立
法
準
備

に
た
ず
さ
わ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
よ
り
少
数

の
、
目
的

が
絞
ら
れ
た
発
議
案
を
提
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
報
告
書

に
お
い
て
も
、
外
部
か
ら
の
意
見
に
広
く
耳
を

傾
け
よ
う
と
し
て
い
る
委
員
会

の
努
力
、
白
書
や
緑
書
を
活
用
す
る
こ
と
で
情
報
の
開
放
、
普
及
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。
政
策
決
定
過
程
の
透
明
性
を
高
め
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
で
き

る
限
り
決
定
に
反
映
す

べ
く
、
試
み
が
始
ま

っ
て
い
る
。



こ

の
よ
う

に
、
社
会
全
体

の
在
り
方
と
そ
の
構
成
単
位
の
自
律
性
と
の
調
和
を
目
指
す
と

い
う

「西
洋
思
想
の
歴
史
と
同
じ
く
ら
い
古

く
か
ら
存
在
す
る
」
サ
ブ

シ
デ
ィ
ア
リ
テ
イ
概
念
は
、
政
策

の
直
接
の
対
象
で
あ
る

一
般
の
市
民
を
政
策
過
程

に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
民
主
政
治
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
、
社
会
と
政
治
を
結
び
付
け
る
新
し
い
理
念
と
し
て
の
可
能
性
を
潜
在
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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一
九
九
三
年

一
二
月

の
欧
州

理
事
会

に
お

い
て
、
欧
州
委
員
会
は
サ
ブ

シ
デ

ィ
ア
リ
テ
ィ
原
則
の
適
用

に
つ
い
て
の
年
次
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。
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付 記

〈サブシデ ィア リティ関連事項年表〉

加 盟 国

西独 州 首相 に よる10項 目 「ミュ ンヘ ン ・

テー ゼ」 採 択1987.10.

ドロー ル ・西独 州 首 相会 合1988.5.

西 独 州首 相 会 議 、「欧 州 政治 連 合 の た めの

四項 目」 決議1990.6.

西 独連 邦 政 府 、IGCへ の州 政府 代 表 の参 加 を

受 け入 れ 決 定1990.10.

デ ンマー ク第一 回国民 投 票1992.6.

フ ラン ス国民 投 票1992.9.

デ ンマー ク第 二 回 国民 投 票1993.5.

イ ギ リス、連 合 条 約批 准1993.8.

ドイ ツ憲 法裁 判 所 、連 合 条 約合 憲1993.10.

一

一

欧 州共 同体

一1984.2.欧 州 会 議 、「連 合条 約 草 案」採 択

一1986.2.『 単 一 欧 州議 定 書 』調 印

一1987.7.『 単 一 欧 州議 定 書』 発 効

1990.6.ダ ブ リ ン欧 州 理事 会

一1990.7.欧 州 議会 、「連 合条 約 草 案」決 議

『ジ スカ ー ル ・デス タ ン報 告』採

択

1990.12.ロ ー マ欧 州 理 事会 、IGC開 始

1991.6.ル クセ ン ブル グ欧州 理 事会

「ル クセ ン ブル グ案 」 提 出

1991.9.「 オ ラ ンダ案 」提 出

1991.12.マ ー ス トリヒ ト欧州 理 事会

1992.2.『 欧 州連 合 条 約』 調 印

1992.6.リ ス ボ ン欧 州 理事 会

1992.10.バ ー ミンガ ム 臨時 欧 州 理事 会

1992.10.EC委 員 会 『SEC(92)1990』 提 出

1992.12.エ デ ィンバ ラ欧 州 理 事会

1993.10.Sに 関 す る三機 関 間 合意

1993.11.連 合条 約 発 効

11,EC委 員 会 『COM(93)545』 提 出

1994.11.第 一 回報 告 書 『COM(94)533』
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regional policy of the EU, etc., suggest that there is an increasing influence 

of the EU within both national and local governments. From these 

studies, I suggest that the Union's competence has expanded since the 

Single European Act (SEA) to the point where it causes conflicts with the 

conventional national competences. Furthermore, the EU has now 

become more visible to ordinary European citizens, who had rarely felt 

involved in the integration process before, and who have begun to question 

the relevance of this to their daily lives. It is in order to counter this 

prevailing attitude that the Commission has emphasized the principle of 

subsidiarity avoiding the integration by "benign despotism" and working 

towards "an ever closer union". 

 The Commission has prepared documents discussing the application of 

the principle. However, the arguments, so far, tend to be defensive and 

technical. This is perhaps an inevitable consequence of the on-going 

process of integration with only rather indistinctly defined goals. Yet, 

despite the ambiguous character of  subsidiarity, the principle can clearly 

be seen as having great potential for developing a new form of democracy. 

In order to follow and practice the central idea of subsidiarity, the opinions 

of various groups of citizens must be channeled into the decision making 

process. Only in this way can the needs of such groups be adequately met 

and the appropriate level for decision-making be identified that is "as 

close as possible to the citizen". This may lead to reorganization on a 

large-scale and greater political empowerment of the citizens of Europe, 

who would then have greater transnational ties and common interests. 

Such a structure may gradually evolve into a democracy no longer 

constrained within a nation state.

十



Abstract

Principle of Subsidiarity in the European Union
—beyond benign despotism—

Machiko Hachiya

 The term principle of subsidiarity has been adopted as a basic principle 

underlying the European Union and is explicitly included in the Treaty on 

European Union (Preamble, Article B, Article  G3b)  . Its central idea is 

expressed as "decisions are taken as closely as possible to the citizen" 

(Article A) . In other words, "the Community shall take action only if the 

objectives be better achieved by the Community" (Art. G3b) , the idea of 

which has always been present in the treaties preceding the one on 

European Union. Why, then, has the principle been explicitly taken up at 

this stage of the European integration ? Why is it referred to, particular-

ly after the first Danish referendum in 1992, as if it were deus ex machina 

appeasing the critics of the actions of the European Community ? 

 The answers may be found in the prevailing conditions of the European 

integration and the changes such integration brought to the conventional 

domains of competences of local, national and supranational administra-

tion.

 In an attempt to clarify the concept of subsidiarity, I first explore the 

usage of the term by the former President of the Commission, Mr. J. 

Delors, for he may be considered as an ardent advocate of the principle in 

the Community ; I then examine the two contrasting arguments about the 

future of the Union in the light of subsidiarity. Concrete examples e.g. the
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